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豊
か
な
自
然
と
と
も
に

歴
史
資
源
が
豊
富
に
残
る

「
土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば
」南
国
市
。

土
佐
の
稲
作
発
祥
の
地

と
い
わ
れ
る
高
知
平
野
で
は
、

全
国
一
早
い
新
米
や
施
設
園
芸
野
菜
が
、

豊
か
な
食
の
実
り
を
育
ん
で
い
る
。

土
佐
の
玄
関
交
流
都
市
と
し
て

発
展
を
続
け
る
南
国
市
を
訪
ね
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

橋
詰
市
長
に
伺
い
ま
し
た
。

み
た
い

け
た
い
と

ま
ち
づ
く
り

南
国
市
長 

橋は

し 

詰づ

め 

壽と

し 

人ひ

と 

（
66
歳
）

首
長
は
語
る
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市
の
健
康
増
進
事
業
が
助
け
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

え
、
市
内
小
児
科
に
お
い
て
０
カ

月
児
健
診
を
無
料
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接

種
費
用
に
つ
い
て
も
、
21
年
度
か

ら
３
千
円
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
22
年
度
か
ら
、
市
が
委

託
し
た
助
産
師
が
、
希
望
す
る
出

産
前
後
の
母
親
宅
に
訪
問
し
、
助

言
や
育
児
支
援
が
受
け
ら
れ
る「
マ

マ
ケ
ア
助
産
師
訪
問
事
業
」
を
始

め
ま
し
た
。
妊
娠
中
か
ら
生
後
５

カ
月
未
満
の
間
に
10
回
の
利
用

が
可
能
で
、
自
己
負
担
は
１
回

５
０
０
円
で
す
。
利
用
者
数
は
、

昨
年
度
が
23
人
で
、
ま
だ
ま
だ
少

な
い
状
況
で
す
が
、
利
用
者
か
ら

は
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

吉
本　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

橋
詰
市
長　

特
定
健
診
は
、
地
区

公
民
館
な
ど
で
行
う
「
集
団
健
診
」

と
、
医
療
機
関
な
ど
で
行
う
「
個

別
健
診
」
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
・
22
年
度
に
は
、
未
受

診
者
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
未

受
診
理
由
と
し
て
①
定
期
的
に
通

院
し
て
い
る
②
日
が
合
わ
な
い
③

お
金
が
掛
か
る
―
な
ど
の
意
見
が

上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
対
応
と
し

て
、
か
か
り
つ
け
医
へ
の
相
談
を

促
す
文
書
の
送
付
や
、
休
日
に
お

け
る
集
団
健
診
の
実
施
、
特
定
健

診
の
無
料
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
受
診
率

は
21
年
度
が
23
・
86
％
、
22
年
度

が
25
・
64
％
、
23
年
度
が
28
％

（
5
月
末
時
点
）
と
年
々
上
昇
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
各
地
区
の
集
団
健

診
の
日
程
に
合
わ
せ
、
当
該
地
区

の
戸
別
訪
問
を
行
い
、
受
診
勧
奨

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康

づ
く
り
推
進
委
員
に
も
、
各
地
区

で
の
受
診
の
呼
び
掛
け
を
依
頼
し

て
い
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は「
ヘ

ル
ス
リ
ム
教
室
」
と
し
て
、
保
健

吉
本　

健
康
増
進
法
の
施
行
を
受

け
て
の
取
り
組
み
や
よ
さ
こ
い
健

康
プ
ラ
ン
21
な
ど
、
保
健
事
業
へ
の

取
り
組
み
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

橋
詰
市
長　

南
国
市
で
は
平
成
５

年
度
に
、
健
康
文
化
都
市
の
指
定

を
受
け
て
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
健

康
増
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

市
内
18
地
区
に
「
健
康
文
化
都

市
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
が
立
ち

上
が
り
、
現
在
も
自
主
的
に
、
運

動
教
室
や
健
康
づ
く
り
講
演
会
な

市
民
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
健
康
づ
く
り
を

師
と
の
面
接
か
ら
始
ま
り
、
健
康

運
動
指
導
士
に
よ
る
運
動
教
室
や

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
合
間
に
、
面
接
や

電
話
に
よ
る
相
談
を
入
れ
、
個
人

に
合
っ
た
目
標
設
定
、
取
り
組
み

方
法
を
保
健
師
と
相
談
し
な
が
ら

き
め
細
や
か
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
教

室
は
対
象
者

だ
け
で
な
く
、

一
般
参
加
も
可

能
で
、
自
宅
で

も
で
き
る
運
動

を
指
導
し
て
い

ま
す
。

南国市役所

地
区
の
集
団
健
診
に
合
わ
せ
、戸
別
訪
問
に
よ
る
受
診
勧
奨
を
実
施

子
育
て
世
代
を
支
え
る
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充

毎年たくさんの人が訪れる
健康まつり「きらりフェア」

南国市大埇にある保健福祉センター

（
年
１
回
）
で
は
、
保
健
・
医
療
・

介
護
だ
け
で
な
く
、
学
校
教
育
・
生

涯
学
習
・
商
工
関
係
の
協
力
を
得
な

が
ら
各
部
署
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、手
づ
く
り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
ま
つ
り
の
縮
小
版

と
し
て
「
ミ
ニ
き
ら
り
フ
ェ
ア
」

を
各
地
区
の
持
ち
回
り
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

市
民
一
人
一
人
が
「
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
自
覚

を
持
ち
、
そ
の
実
践
に
向
け
て
、

国
保
連
合
会
吉
本
事
業
課
長（
以
下
、吉
本
）

　

ま
ず
、
南
国
市
の
施
設
整
備
の

状
況
や
保
健
師
な
ど
の
人
数
、
活

動
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

橋
詰
壽
人
南
国
市
長（
以
下
、橋
詰
市
長
）

　

南
国
市
で
は
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
保
健
師
10
人
、
看
護
師
２

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
職
が
連
携
し
な
が
ら

事
業
を
展
開

人
の
他
、
助
産
師
、
栄
養
士
、
歯

科
衛
生
士
を
そ
れ
ぞ
れ
１
人
配
置

し
、
母
子
保
健
や
予
防
接
種
、
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
、
各
種

が
ん
検
診
、歯
科
健
診
、精
神
保
健
、

食
育
活
動
な
ど
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
子
育
て
相

談
や
母
親
、
子
ど
も
た
ち
の
交
流

を
目
的
と
し
た
「
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
『
ひ
よ
こ
ル
ー
ム
』」

を
併
設
し
、
専
任
保
育
士
３
人
が

運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
福
祉
事
務
所
に
は
、

主
に
障
害
者
福
祉
担
当
保
健
師
１

人
、
子
ど
も
の
虐
待
対
応
保
健
師

２
人
、
さ
ら
に
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
は
、
高
齢
者
の
介
護

予
防
対
策
担
当
保
健
師
１
人
を
配

置
し
て
い
ま
す
。　

　

各
部
門
で
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

互
い
に
協
力
し
て
案
件
に
あ
た
る

な
ど
、
市
民
の
健
康
と
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
、
日
々
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

18
年
度
に
は
、
市
民
会
議
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
健
康
増
進
計
画

「〝
あ
な
た
が
主
役
〟
健
康
な
ん
こ

く
21
計
画
☆
き
ら
り
☆
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
県
の
よ
さ
こ
い
健
康

プ
ラ
ン
21
や
本
市
の
食
育
推
進
計

画
と
も
連
動
さ
せ
、
市
民
が
主
体

と
な
っ
て
取
り
組
め
る
健
康
づ
く

り
と
、
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
互
い
に
支
え
合
え
る
地

域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
ま
つ
り
「
き
ら
り
フ
ェ
ア
」

吉
本　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま

す
か
。

橋
詰
市
長　

子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
平
成

23
年
度
か
ら
乳
幼
児
医
療
制
度
の

助
成
対
象
の
年
齢
上
限
を
、
小
学

校
卒
業
前
ま
で
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
助
成
対
象
者
の
所
得
制
限

を
廃
止
し
ま

し
た
。

　

南
国
市
で

は
、４
カ
月
・

10
カ
月
・
１

歳
６
カ
月
・

３
歳
４
カ
月

の
集
団
乳
幼

児
健
診
に
加
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第
５
期
か
ら
の
介
護
予
防
事
業
の
充
実
強
化
を
図
る

吉
本　

介
護
保
険
の
状
況
は
い
か

が
で
す
か
。

橋
詰
市
長　

平
成
23
年
３
月
末

現
在
の
要
介
護
認
定
者
の
数
は
、

２
３
３
３
人
で
、
第
１
号
被
保
険

者
の
18
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
、

認
定
者
の
85
・
９
％
が
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

要
支
援
１
か
ら
要
介
護
１
ま
で

の
軽
度
認
定
者
が
全
体
の
46
％
を

占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者

が
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め

の
対
策
で
あ
る
一
次
・
二
次
予
防

事
業
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
は
、
軽
度
認
定
者

に
要
介
護
状
態
の
改
善
・
維
持
の

た
め
の
自
立
支
援
型
ケ
ア
プ
ラ
ン

に
基
づ
い
た
介
護
（
予
防
）
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
「
地
域

ケ
ア
会
議
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
保
険
者

や
介
護
支
援
専
門
員
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
所
な
ど
が
一
堂
に
集
ま

り
、
要
支
援
者
等
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
・

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
、
理
学

療
法
士
、
管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛

生
士
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
支
援
方
法
の
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
理
念
で
あ
る
「
で

き
る
限
り
在
宅
で
自
立
し
た
日
常

生
活
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
を
め
ざ
し
、
自
立
支
援
型
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

首長は語る
南国市長  橋

は し

 詰
づ め

 壽
と し

 人
ひ と
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吉
本　

国
保
に
お
け
る
問
題
点
と

課
題
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

高
齢
者
の
生
活
を
守
る
医
療
情
報
キ
ッ
ト

「
命
の
バ
ト
ン
」を
配
布

医
療
保
険
制
度
そ
の
も
の
の
抜
本
的
改
革
を

吉
本　

橋
詰
市
長
ご
自
身
が
健
康

に
対
し
て
普
段
か
ら
気
を
付
け
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

吉
本　

今
後
、
国
保
連
合
会
に
望

む
事
業
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

橋
詰
市
長　

国
保
連
合
会
に
は
、

レ
セ
プ
ト
審
査
支
払
事
務
を
は
じ

め
、
多
岐
に
わ
た
る
事
務
処
理
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
、
レ
セ
プ
ト

電
子
化
対
応
に
向
け
た
「
国
保
総

合
シ
ス
テ
ム
」
へ
の
移
行
や
療
養

給
付
費
な
ど
に
お
け
る
支
払
早
期

化
対
応
な
ど
、
事
務
の
効
率
化
に

も
力
を
注
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
先
、
社
会
保
障
制
度
に
つ

土佐日記つらゆき時代まつり

農家レストラン「まほろば畑」

橋
詰
市
長　

本
市
は
、
医
療
機
関

の
病
床
数
が
多
い
こ
と
か
ら
医

療
費
も
高
く
、
保
険
給
付
費
も

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
医
療
費
増
加
の
抑
制
に
向

け
、
レ
セ
プ
ト
点
検
や
適
正
受
診

の
指
導
、
特
定
健
診
を
含
め
た
健

康
づ
く
り
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
差
額
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
差
額
通
知
に
つ
い
て

は
、
22
年
11
月
の
開
始
か
ら
24
年

４
月
ま
で
の
削
減
効
果
額
の
累
計

は
約
１
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
本
市
の
国
保
財
政
状

況
は
依
然
厳
し
く
、
歳
入
の
不
足

分
を
補
填
す
る
た
め
、
毎
年
、
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
き
た

結
果
、
残
額
が
残
り
少
な
く
な
り
、

24
年
度
に
は
、
税
率
改
定
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
保
制
度
は
、
日
本
が
世
界
に

誇
る
素
晴
ら
し
い
制
度
で
す
が
、

全
国
的
に
も
、
そ
の
財
政
運
営
は

厳
し
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
皆
保
険

制
度
の
維
持
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

市
町
村
で
の
運
営
は
限
界
に
き

て
お
り
、
こ
う
い
っ
た
状
況
を
変

え
る
た
め
に
も
、
国
保
の
広
域
化

な
ど
、
今
後
、
制
度
そ
の
も
の
を

抜
本
的
に
見
直
す
な
ど
、
早
急
の

対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

吉
本　

南
国
市
に
お
け
る
特
色
あ

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

橋
詰
市
長　

現
在
、
県
内
で
は
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
本
市
に
は
、

43
人
の
母
子
保
健
推
進
員
が
お
り
、

「
地
域
の
お
母
さ
ん
」
と
し
て
、
妊

婦
や
新
生
児
訪
問
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
86
人
は
、

成
人
病
予
防
食
の
伝
達
講
習
に
加

え
、
昨
年
度
か
ら
、
南
海
地
震
に

備
え
た
「
備
蓄
の
保
存
食
を
使
っ

た
献
立
」「
水
を
使
わ
な
い
調
理
方

法
」「
洗
い
物
を
出
さ
な
い
工
夫
」

「
水
が
使
え
な
い
と
き
の
清
潔
ケ

ア
」
な
ど
、
災
害
・
非
常
時
に
役

立
つ
対
応
策
を
研
究
し
、
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
民
間
の
方
の
協
力

が
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
保
健
行
政

と
し
て
大
変
心
強
い
こ
と
で
す
。

今
後
は
、
市
民
へ
の
普
及
も
期
待

し
て
い
ま
す
。

ポ
ス
ト
龍
馬「
長
宗
我
部
元
親
」を

観
光
の
メ
ー
ン
で
売
り
出
し
て
い
き
た
い

「
平
常
心
」を
保
つ
た
め
の
身
体
づ
く
り

市
町
村
業
務
の
よ
り
一
層
の
サ
ポ
ー
ト
を

長宗我部フェスタ

橋
詰
市
長　

仕
事
上
、
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
決
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
と
き
で

も
「
平
常
心
」
を
持
っ
て
、
判
断

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
の

心
に
迷
い
が
あ
っ
て
も
、
常
に
、

平
常
心
に
持
っ
て
い
き
、
決
断
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
ス
ト
レ

ス
を
た
め
込
ま
ず
、
精
神
を
養
い
、

日
々
、
平
常
心
に
持
っ
て
い
け
る

身
体
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

い
て
は
、
改

革
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、

引
き
続
き
、

い
ろ
い
ろ
な

分
野
へ
の
業

務
拡
大
を
図

り
な
が
ら
、

市
町
村
が
悩
ん
で
い
る
事
務
処
理

の
さ
ら
な
る
効
率
化
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
と
ご
苦
労
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

吉
本　

高
齢
化
対
策
は
い
か
が
で

す
か
。

橋
詰
市
長　

本
市
の
高
齢
者
数
は
、

１
万
２
５
８
２
人
（
24
年
３
月
末

現
在
）
で
、
高
齢
化
率
は
25
・
９
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
５
期
（
24
～
26
年
度
）
高
齢

者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
23
年
度
に

は
、
要
介
護
認
定
者
を
除
く
高
齢

者
１
万
６
１
３
人
を
対
象
に
実
態

調
査
（
回
収
率
90
・
７
％
）
を
行
い

ま
し
た
。
高
齢
者
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態

像
や
自
立
し
た
生
活
を
阻
む
個
人

課
題
・
地
域
課
題
の
把
握
を
行
い
、

こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
施
策
の
検
討

資
料
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
民
生
委
員
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
23
年
２
月
か
ら
24

年
１
月
ま
で
の
１
年
間
に
、
70
歳
以

上
の
独
居
高
齢
者
世
帯
を
訪
問
し
、

実
態
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

救
急
時
に

役
立
つ
個

人
医
療
情

報
キ
ッ
ト

「
命
の
バ

ト
ン
」
を

配
布
・
設
置

し
ま
し
た
。
災
害
や
救
急
時
に
は
、

こ
の
キ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

救
急
隊
員
や
医
療
機
関
な
ど
の
関

係
者
が
迅
速
・
適
切
な
対
応
を
行

い
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
を

継
続
で
き
る
支
援
体
制
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

個人医療情報キット「命のバトン」

吉
本　

現
在
、
南
国
市
で
取
り
組

む
地
域
振
興
事
業
や
市
町
村
Ｐ
Ｒ

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

橋
詰
市
長　

南
国
市
は
、
律
令
時

代
か
ら
国
府
が
置
か
れ
、
土
佐
の

政
治
経
済
の
中
心
地
と
し
て
栄
え

て
き
ま
し
た
。
紀
貫
之
が
国
司
と

し
て
赴
任
し
、
帰
京
す
る
際
に
つ

づ
っ
た
「
土
佐
日
記
」
は
有
名
な

紀
行
文
で
す
。

　

戦
国
時
代
に
は
「
長
宗
我
部
元

親
」
が
岡
豊
城
を
本
拠
地
と
し
て

四
国
を
ほ
ぼ
平
定
。
城
跡
の
あ
る

岡
豊
山
に
は
、
現
在
、
県
立
歴
史

民
俗
資
料
館
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
資
料
館
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
城
跡
の
保
存
管
理
計

画
を
策
定
し
、
史
跡
保
存
と
長
宗

我
部
を
活
用
し
た
観
光
客
誘
致
の

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
、
土
佐
の
稲
作

発
祥
の
地
と
し
て
、
農
業
を
中
心

に
関
連
製
造
業
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
超
早
場
米
や
豊
富

な
品
種
の
施
設
・
路
地
野
菜
が
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
後
継
者
不

足
と
価
格
下
落
に
よ
る
出
荷
額
の

減
少
に
よ
り
、
基
幹
産
業
の
農
業

は
衰
退
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
22
年
11
月
に
は
、

道
の
駅
南
国「
風ふ

ら

り

良
里
」に
お
い
て
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ま
ほ
ろ
ば
畑
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
週
１
回
の

営
業
で
す
が
、
大
変
な
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
関
係
機
関
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
一
次
産
業
と

歴
史
・
文
化
を
観
光
と
結
び
付
け
、

産
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

長宗我部元親初陣の像
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住
民
団
体
の
協
力
は
大
変
心
強
い



土佐の玄関交流都市

　後免町商店街にある全国的にも珍しい時計博物館。店舗
2 階には、世界各国の時計をはじめ、昔懐かしい柱時計や置
き時計、船舶時計、懐中時計などが数千点展示されている。
■開館時間／ 9:00 〜 17:00　■休館日／年中無休
■入館料／無料　■お問い合わせ／ TEL 088-864-2458

　高知龍馬空港の 2 階出発ロビーにある南国市の特産
品を一堂に集めたアンテナショップ。中でも、農家の女性
グループが手掛けた地産野菜たっぷりの「空弁」は大人
気。工夫を凝らしたさまざまな空弁が用意されている。
■営業時間／ 6:30 〜 19 :30　■定休日／年中無休
■お問い合わせ／ TEL 088-855-4026

　岡豊山の岡豊城跡に建つ県立資料館では、高知県の歴史と
民俗資料を一堂に展示。長宗我部展示室には、関連資料を数多
く展示している他、長宗我部軍の本陣再現コーナーもある。
■開館時間／ 9:00 〜 17:00 （入館は 16:30 まで）
■休館日／年末年始（12 月 27 日〜 1 月 1 日）
■入館料／常設展…大人 450 円・高校生以下無料
　　　　　※企画展・特別展の開催時は別料金
■お問い合わせ／ TEL 088-862-2211

　南国市内が一望できる標高 97 ｍの岡豊山。頂上には、かつ
て長宗我部氏の居城・岡豊城があった。現在は、その跡地に
県立資料館が建ち、県内有数の桜の名所としても名高い。

岡
お こ う

豊山
や ま

土佐のまほろばを一望

高知県立歴史民俗資料館

戦国時代の雰囲気を体感中
村
時
計
博
物
館

世
界
各
国
の
時
計
が
大
集
合
！

　高知県の陸の玄関口として、連日多くの人でにぎわう道の駅。南国
市の地場産品が並ぶショップやカフェレストランの他、家族連れもゆっく
り休息できるちびっ子広場、スポットガーデンなども設置されている。
■営業時間／ 9:00 〜 18 :00
■定休日／年中無休
■お問い合わせ／ TEL 088-880-8112

　道の駅内にあるカフェレストの定休日に営業する農家レストラン。南
国市の農家の 5 女性グループが毎週持ち回りで、旬の地産野菜を
使った料理をバイキング形式でもてなし
てくれる。
■営業時間／ 10:50 〜 14:00
■営業日／毎週火曜日（カフェレストが

営業する年末年始・GW・祝日を除く）
　※メンテナンスに伴う休業日あり。
■入場料／大人1,000円・小学生700円
　幼児 300 円・3 歳未満無料
■お問い合わせ／農林水産課
　　　　　　　　088-880-6559

 道の駅南国「風
ふ ら り

良里」

農家レストラン「まほろば畑」

ほっと一息。南国ICを降りてすぐ！

空
の
駅
「
な
ん
こ
く
ま
ほ
ら
」

南
国
市
の
新
た
な
情
報
発
信
拠
点

　南国市の農家や商工会有志らが「シャモで南国市を元気にしよう！」
と結成した研究会。シャモの飼育から始まる新たな特産品づくりを手
掛けている。
■お問い合わせ／ TEL 088-855-7418

　現在、新たに売り出し中の親子
丼。南国市内では「ごめんシャモ鍋社
中」加盟店などで、シャモを使ったいろ
いろな料理を味わうことができる。

シャモの親子丼

ご
め
ん
シ
ャ
モ

研
究
会

龍
馬
が
食
べ
損
ね
た

「
シ
ャ
モ
鍋
」

　子どもたちに人気のご当地ヒーロー。南国市の元気応援団と
して、市の活性化に日々、奮闘している。
■お問い合わせ／商工観光課 088-880-6560

※空弁は 1日数食の限定販売、
　一部、要予約分あり。

左から、事務局の二川健二さん、研究会の小笠原治幸さん

長宗我部元親（1539〜1599）

ご
め
ん
戦
隊

ゴ
メ
ン
ジ
ャ
ー

N
E
X
T

　土佐を代表する戦国武将。四国制覇の目前で豊臣秀吉
に敗れ、土佐一国の領主に納まる。仏教や儒学などにも精通
し、寺社への加護厚い武将としても知られている。
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いちおしスポット

詳しくは、南国市役所商工観光課までお問い合わせください。
● TEL 088-880-6560
● URL http://www.city.nankoku. lg. jp/

32

55

45

249岡豊山

高知県立
歴史民俗資料館

中村時計博物館

ごめんシャモ研究会

道の駅南国「風良里」

空の駅「なんこくまほら」
（高知龍馬空港）

00 00国道 県道

土佐を統一した戦国の武将

ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー



夏
も
お
い
し
く
食
べ
よ
う
! !

　

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
節
電
が
呼
び
掛
け
ら
れ

て
い
る
中
、
暮
ら
し
を
見
直
し
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
た
い
も
の

で
す
ね
。

　

毎
年
、
こ
の
季
節
に
は
食
欲
不
振
に
な
っ
た
り
、
食
中
毒
の

発
生
率
が
高
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
今
回
は
、
香
辛
料
や
野
菜

が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
「
カ
レ
ー
」
と
、
さ
っ
ぱ
り
食
べ
ら
れ
る
「
豚

丼
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
カ
レ
ー
粉
や
酢
は
、
料
理
を
お
い
し
く

す
る
“
脇
役
”。
香
辛
料
や
酸
味
を
上
手
に
使
い
こ
な
し
、
今

年
の
夏
も
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

食べてみぃや！味
み

てみぃや！！    

vol. 20ヘ ル シ ー ご は ん

・仕上げにゆずの搾り汁を入れると、香りが口の中に広
がり、さっぱりおいしく召し上がれます。

・豚ロースは、片栗粉をふることによって、肉が軟らかく
なります。

・青じその香りと、たれの酸味が見事にマッチ。夏バテ
気味でも食が進みます。

◎メモ

◎材料（2人分）
①豚ロースを一口大に切り、軽く塩を散らした後、片栗粉

をふる。
②玉ねぎ、パプリカを線に切る。
③青じそを千切りにする。
④Aの材料を合わせ、たれを作る。
⑤フライパンにサラダ油をひき、①の豚ロースを焼く。
⑥豚ロースにこんがりと焼き色が付いたら、②を炒め、しん

なりしてきたら、④のたれを加えて混ぜる。
⑦丼にごはんを入れ、玉ねぎをたれごとのせた後、その上

に豚ロースとパプリカ、青じそを盛る。

◎作り方
100g
0.2g
適宜
100g
10g
2枚

適宜
400g

大さじ1
大さじ1
大さじ1
大さじ1
大さじ1

10g
1/2片

豚ロース（薄切り）・・・・・・・・
塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
片栗粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・
玉ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
パプリカ（黄）・・・・・・・・・・・・・・
青じそ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
サラダ油・・・・・・・・・・・・・・・・・
ごはん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
—たれ（A）—
酢・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・
しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・
水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
生姜（すりおろし）・・・・・・・・・・
にんにく（すりおろし）・・・・・

夏のさっぱり豚丼
夏向けにあっさりした味付けで仕上げた豚丼です。
青じそ、玉ねぎ、生姜など、さっぱりした食材が大集合！
少し酸味の効いた特製のたれをごはんにかけて、
夏のスタミナ補充にいかがでしょう。食欲が無い日にもお勧めの一品です。

夏にぴったり!食欲そそるスタミナ丼

エネルギー 600kcal　 たんぱく質 19㎎　 塩分 1.6g1人分

・アスパラやかぼちゃ、トマトなど、いろいろな
野菜でアレンジしてみてください。彩りきれ
いな野菜で、すっきり仕上がります。

・写真のように、野菜はカレーと別にし、仕上
げに盛り付けると、見た目もきれいです。

◎メモ

①鶏もも肉を食べやすい大きさに切り、料理
酒をふる。

②にんにくを薄切りにする。
③なす、ズッキーニを輪切りにする。
④パプリカを乱切り、オクラは斜め半分に切る。
⑤鍋にサラダ油を入れてにんにくを炒め、香

りが出てきたら①を入れて、カリッと焼く。
⑥⑤に水を入れて煮立ったら、カレールウを

入れ、もう一度煮込む。
⑦フライパンに油をひき、③と④の野菜を炒

める。
⑧⑥に⑦の野菜を合わせる。
⑨ごはんを器に盛り、⑧のカレーをかけて盛

り付ける。

◎作り方

鶏もも肉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
料理酒（または白ワイン）・・・・・・・
にんにく・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
なす・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ズッキーニ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
パプリカ（黄、赤）・・・・・・・・・・・・・・・・・
オクラ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
サラダ油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
カレールウ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ごはん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

100g
大さじ1

1片
1個
1本
1個
8本

適宜
130㏄

40g
400g

◎材料（2人分）

エネルギー  722kcal
たんぱく質  25㎎　塩分  2.3g

1人分

西
に し

 森
も り

 美
み

 恵
え

管理栄養士

管理栄養士であり、「高知
県在宅保健活動者なでしこ
の会」副会長をはじめ、食育
を考える地域活動栄養士
の会「トマトの会」代表など

を務める。食育を通じて、おいしく楽しく健康的な食生
活の実践をめざし、地域に密着した栄養相談・料理講
習会・講話などの活動を行っている。

　
「
カ
レ
ー
」と
言
え
ば
、市
販
の
カ
レ
ー
ル
ウ

を
使
う
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、カ
レ
ー

ル
ウ
に
は
、小
麦
粉
や
油
、カ
レ
ー
粉
、ス
パ
イ

ス
、塩
、ス
ー
プ
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ス
パ
イ
ス
は
タ
ー
メ
リ
ッ
ク（
う
こ

ん
）、ペ
ッ
パ
ー
、コ
リ
ア
ン
ダ
ー
、ク
ミ
ン
な
ど

さ
ま
ざ
ま
。新
陳
代
謝
を
高
め
た
り
、食
欲

を
増
進
、胃
腸
の
働
き
を
高
め
た
り
す
る
こ

と
で「
疲
労
回
復
」「
夏
バ
テ
防
止
」と
い
っ
た

効
能
が
あ
る
上
、殺
菌
作
用
が
高
い
食
品
で

も
あ
り
ま
す
。

《
カ
レ
ー
ル
ウ
に
含
ま
れ
る
主
な
香
辛
料
》

味
…
…
ク
ミ
ン・コ
リ
ア
ン
ダ
ー
な
ど

辛
味
…
カ
イ
エ
ン
ペ
ッ
パ
ー・こ
し
ょ
う

　
　
　

に
ん
に
く
・
生
姜
な
ど

色
…
…
タ
ー
メ
リ
ッ
ク・サ
フ
ラ
ン

　
　
　

パ
プ
リ
カ
な
ど

香
り
…
ク
ロ
ー
ブ・
シ
ナ
モ
ン・
カ
ル
モ
ダ
ン

　
　
　

ナ
ツ
メ
グ
・
オ
ー
ル
ス
パ
イ
ス

　
　
　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
・フ
ェ
ン
ネ
ル

　
　
　

フ
ェ
ヌ
グ
リ
ー
ク
な
ど

　「酢」は疲労回復に効果があり、殺菌作用もあ

ることはよく知られています。酢を調味料として使う

と塩分も控えることができ、食欲が無い夏でもさっ

ぱりおいしく食べることができます。

　また、すしや魚を酢でしめたりするのも、おいしく

するだけでなく、食品を傷みにくくする殺菌作用を

生かしたものです。

《料理で使用するさまざまな酢》

穀物酢…酢料理全般に使用

米酢……まろやかな酸味がある。すし飯、酢物な

どに使用

黒酢……アミノ酸などを豊富に含み、まろやかな

味。サワーや中華料理などに使用

果実酢…フルーティーな味。ゆずなどのドリンク

や料理全般に使用

ワインビネガー…ブドウ果汁から作る。サラダや

マリネ、煮込み料理などに使用

夏野菜カレー
簡単にできる栄養満点、夏野菜たっぷりのカレーはいかがでしょう！？
彩り鮮やかな野菜を盛り付けることで、目にも楽しいカレーの出来上がりです。
大人から子どもまで大好きなカレー。
今年の夏はカレーをたくさん食べてパワーをつけよう！

夏の暑さをカレーで吹き飛ばそう!

たくさんある「酢」
健康に良い効能が

驚
く
べ
き
効
能

カ
レ
ー
の

910 vol.311 vol.311



高知市にオープンしたアンテナショップ「満天の星」

面積　197.98k㎡
人口　6,530 人
国保被保険者数　2,054 人
高齢化率　38.1％

（平成 24 年 4 月末現在）

い
る
④
こ
こ
ろ
の
健
康
を
維
持
し
、
ス
ト

レ
ス
の
発
散
・
解
消
が
で
き
て
い
る
人
が

増
え
て
い
る
⑤
町
内
の
各
機
関
が
役
割
分

担
し
、
取
り
組
み
の
連
携
が
で
き
て
い
る

｜
の
５
点
で
す
。

生
涯
健
康
で
住
み
た
く
な
る

ま
ち
を
め
ざ
し
て

　

全
国
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
津
野
町
で

も
が
ん
や
心
疾
患
、
脳
卒
中
な
ど
の
生
活

習
慣
病
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、

そ
の
原
因
と
な
る
「
生
活
習
慣
の
乱
れ
」

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
や
食
生
活

改
善
推
進
員
、
健
康
づ
く
り
婦
人
会
な
ど
、

関
係
団
体
の
協
力
の
も
と
、
食
生
活
習
慣

の
改
善
や
運
動
習
慣
の
確
立
な
ど
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
予
防
の
重
要
性

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
実
践
し
て

い
た
だ
き
た
く
、
日
々
奮
闘
中
で
す
。

精
力
的
に
健（
検
）診
を
実
施
！

　

津
野
町
で
は
毎
年
６
月
と
９
月
に
（
計

10
回
）、
総
合
健
診
と
し
て
「
住
民
健
診
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
20
～
39

歳
対
象
の
「
基
本
健
診
」、
40
～
74
歳
対
象

の
「
特
定
健
診
」、
75
歳
以
上
対
象
の
「
後

期
高
齢
者
健
診
」
の
他
、「
肺
が
ん
・
胃
が
ん
・

大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
検
診
」「
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
」
で
す
。

　

特
定
健
診
に
関
し
て
は
、
未
受
診
者
に

対
す
る
電
話
で
の
受
診
勧
奨
後
、
再
度
「
ひ

ろ
い
健
診
」
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
利
用

者
は
少
な
く
再
検
討
が
必
要
で
す
。

　
「
女
性
が
ん
検
診
（
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が

ん
）」
は
毎
年
10
・
11
月
に
（
計
４
回
）
別

日
程
で
行
っ
て
お
り
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

を
利
用
し
た
受
診
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

受
診
率
の
向
上
は
健
康
づ
く
り

団
体
に
よ
る
声
掛
け
が
鍵

　

特
定
健
診
の
受
診
率
は
、
毎
年
伸
び
て
お

り
、
23
年
度
は
50
％
を
超
え
る
こ
と
は
確
実

の
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
個
別
健
診
で
の
受

診
者
が
増
え
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

津
野
町
で
は
、
８
～
９
割
の
方
が
集
団

健
診
を
受
診
し
て
い
ま
す
が
、
未
受
診
者

調
査
の
結
果
、
町
内
医
療
機
関
で
治
療
中

の
方
で
も
２
０
０
人
以
上
が
未
受
診
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
受

診
券
を
利
用
し
な
け
れ
ば
受
け
た
こ
と
に

な
ら
な
い
」
と
い
う
特
定
健
診
の
特
性
上

で
き
た
課
題
で
す
。

「自分、家族、地域のため」
地道な活動が

健康づくりを支える

四
万
十
川
源
流
点
の
ま
ち
　

　

津
野
町
は
、
高
知
県
の
中
西
部
に
位
置

し
、
お
よ
そ
９
割
を
山
林
が
占
め
る
典
型

的
な
中
山
間
地
域
の
ま
ち
で
す
。
ま
ち
の

中
央
部
に
位
置
す
る
不い

ら
ず
や
ま

入
山
を
源
流
点
と

す
る
日
本
最
後
の
清
流
「
四
万
十
川
」
と
、

鶴か
く
し
ょ
う
が
も
り

松
ヶ
森
を
源
流
点
と
し
、
特
別
天
然
記

念
物
の
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
が
最
後
に
見
ら

れ
た
新し

ん
じ
ょ
う
が
わ

荘
川
が
流
れ
、
こ
の
二
つ
の
川
沿

い
の
緩
や
か
な
山
裾
に
宅
地
・
農
用
地
が

点
在
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
北
西
部
に
は
、
日
本
三
大
カ
ル
ス

ト
の
一
つ
「
四
国
カ
ル
ス
ト
天
狗
高
原
」

が
あ
り
、
自
然
豊
か
な
四
国
の
屋
根
で
は
、

四
季
折
々
の
表
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

大人気の「ほうじ茶大福」。
連日大勢の人でにぎわっています
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久
万
川

高知バイパスびっくり
ドンキー

スーパー
オートバックス

サニーマート

エースワン ニトリ

薊
野
バ
イ
パ
ス

大津バイパス

満天の星

風の里公園

四万十川源流点

四国カルスト天狗高原

津野町

Vol.60

ま
す
。

　

今
年
４
月
に
は
、
津
野
町
の
情
報
発
信
拠

点
と
し
て
、
高
知
市
南
川
添
に
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
満
天
の
星
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
ほ
う
じ
茶
の
大
福
が
人
気
と
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

19
年
度
に
津
野
町

健
康
増
進
計
画
を
策
定

　

津
野
町
は
、
平
成
17
年
２
月
に
葉
山
村

と
東
津
野
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

総
人
口
は
毎
年
減
少
し
て
お
り
、
年
間
出

生
者
数
40
人
前
後
に
対
し
、
死
亡
者
数
は

１
２
０
人
前
後
を
推
移
。
高
齢
化
率
は
38
・

１
％
と
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
介
護
・
医

療
費
の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

19
年
度
に
は
、
津
野
町
健
康
増
進
計
画

を
策
定
し
、「
生
涯
健
康
～
健
康
で
住
み
た

く
な
る
ま
ち
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
づ

く
り
～
」
を
め
ざ
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
め
ざ
す
姿
は
、
①
生
活
リ

ズ
ム
が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
家
庭
が
増
え

て
い
る
②
健
康
へ
の
関
心
が
高
い
住
民
が

増
え
て
い
る
と
と
も
に
、
高
い
健
康
意
識

が
行
動
に
現
れ
て
い
る
③
町
内
で
問
題
と

な
っ
て
い
る
疾
患
へ
の
予
防
対
策
が
進
展

し
、
新
た
な
発
症
者
や
予
備
群
が
減
っ
て
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い
つ
も
病
院
で
受
診
し
て
い
る
方
の
多

く
は
「
健
診
を
受
け
な
く
て
も
よ
い
」
と

思
っ
て
い
る
方
が
多
く
、
昨
年
か
ら
「
受

診
券
を
持
っ
て
医
療
機
関
に
行
っ
て
も
ら

う
」
と
い
う
こ
と
を
意
識
付
け
る
こ
と
に

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

定
着
す
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が

必
要
と
思
わ
れ
、
健
康
づ
く
り
団
体
に
よ

る
各
家
庭
へ
の
声
掛
け
が
大
き
な
鍵
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
健
康
づ
く
り
を

支
え
る
団
体
活
動

　

津
野
町
で
は
、
合
併
前
よ
り
旧
村
単
位
で

健
康
づ
く
り
推
進
員
な
ど
、
各
種
団
体
の
活

動
が
30
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。

　

23
年
度
か
ら
は
、
上
記
の
三
つ
の
団
体

か
ら
代
表
者
各
５
人
を
選
出
し
て
い
た
だ

き
「
健
康
づ
く
り
推
進
団
体
協
議
会
」
を

設
立
、
ま
ち
の
健
康
課
題
を
協
議
し
ま
し

た
。
ま
た
、
愛
称
を
「
コ
ラ
ボ
で
健
康
す

す
め
隊
」
と
し
、
健
康
ふ
く
し
展
で
の
受

診
勧
奨
も
行
い
ま
し
た
。

　

会
員
の
高
齢
化
や
新
規
加
入
者
の
減
少
、

各
団
体
の
兼
務
に
よ
る
多
忙
者
の
存
在
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
悩
み
も
多
く
抱
え
て
い

ま
す
が
、
自
分
の
た
め
に
・
家
族
の
た
め
に
・

地
域
の
た
め
に
、
皆
が
一
生
懸
命
に
活
動

し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
、
各
団
体
の
地

道
な
活
動
が
今
の
津
野
町
の
健
康
づ
く
り

を
支
え
て
い
ま
す
。

津
野
町
の
健
康
づ
く
り
を

情
報
発
信
！

　

毎
年
10
～
11
月
ご
ろ
に
、
津
野
町
産
業

祭
と
合
わ
せ
て
「
津
野
町
健
康
ふ
く
し
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
だ
け
で

も
２
０
０
人
近
く
の
方
が
利
用
し
ま
す
。

昨
年
は
「
骨
密
度
測
定
」「
血
圧
測
定
」「
血

管
年
齢
測
定
」
な
ど
を
行
い
、
保
健
師
に

よ
る
保
健
指
導
や
健
康
づ
く
り
団
体
に
よ

る
受
診
勧
奨
も
行
い
ま
し
た
。

　

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
検
診
・
フ
ッ
素

塗
布
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
相
談
を

行
い
ま
し
た
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
食
育
に
関

す
る
情
報
を
発
信
。
試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は

「
糖
尿
病
予
防
食
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

結
核
予
防
に
関
す
る
情
報
発
信
と
複
十
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字
シ
ー
ル
運
動
、
健
康
標
語
の
紹
介
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

体
力
測
定
や
日
常
生
活
用
具
の
紹
介
、

介
護
予
防
に
関
す
る
情
報
発
信
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

町
内
に
あ
る
「
Ｂ
型

作
業
所
」
の
方
々
が
作
っ

た
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
販

売
や
花
の
苗
が
配
布
さ

れ
ま
し
た
。

少
し
で
も
多
く
の
方
に

受
診
を
促
そ
う
!

　

が
ん
検
診
の
結
果
、
精
密
検
査
の
必
要

な
方
に
は
、
保
健
師
が
直
接
訪
問
し
て
受

診
勧
奨
を
し
、
未
受
診
者
に
は
再
度
、
電

話
で
の
勧
奨
を
し
て
い
ま
す
が
、
受
け
な

い
方
も
ま
だ
ま
だ
い
ま
す
。
全
員
受
診
に

向
け
、
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
の
か

が
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

基
本
・
特
定
・
後
期
高
齢
者
健
診
の
結

果
で
「
要
医
療
者
・
65
歳
未
満
の
要
精
検

者
・
特
定
保
健
指
導
対
象
者
」
に
対
し
て
は
、

健
診
結
果
報
告
会
を
開
き
、
集
団
教
育
後
、

個
別
で
健
診
結
果
を
返
し
、
保
健
師
よ
り

保
健
指
導
と
受
診
が
必
要
な
方
へ
の
受
診

勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。
出
席
者
が
少
な

い
こ
と
が
課
題
で
、
特
定
保
健
指
導
対
象

者
に
関
し
て
は
、
30
～
40
％
の
出
席
率
に

と
ど
ま
り
、
最
終
評
価
ま
で
た
ど
り
着
く

方
は
ご
く
わ
ず
か
と
課
題
は
山
積
み
で
す
。

試
行
錯
誤
し
な
が
ら

各
種
健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催

　

特
定
保
健
指
導
対
象
者
に
対
し
て
は
、

毎
年
１
カ
月
間
、
４
～
５
回
の
コ
ー
ス
で

運
動
指
導
を
中
心
と
し
た
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ

プ
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
目
標
設

定
か
ら
始
ま
り
、
食
事
や
運
動
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
る
た
め
、
講
義

も
交
え
て
行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
運
動
指

導
士
を
中
心
に
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
、
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
皆
さ
ん
に
協

力
を
い
た
だ
き
、
糖
尿
病
予
防
教
室
と
合
わ

せ
て
、
料
理
教
室
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
者
が
集
ま
ら
ず
、
毎
年
試
行
錯
誤

し
て
い
ま
す
が
、
運
動
と
食
事
の
両
面
で
、

今
後
も
各
団
体
や
住
民
の
方
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
け
た
ら
、
も
っ
と
良
い
教
室
に
な

る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

庁舎をフル活用して健（検）診を実施。アットホームな雰
囲気ですが、10日間で1,500人以上が利用します

高
齢
者
が
外
出
す
る

機
会
を
増
や
す
た
め
の
活
動

　

津
野
町
で
は
、
高
齢
者
か
ら
の
多
様
な

相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
町
直
営
の
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
窓
口
と
し
て
、
個
々
の

健
康
・
生
活
状
況
に
よ
っ
て
、
町
内
ま
た

は
近
隣
市
町
村
の
高
齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
と
し
て
は
、
介
護
保
険
に

よ
る
地
域
支
援
事
業
を
活
用
し
、
運
動
機

能
・
口
腔
機
能
の
向
上
を
目
的
に
、
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

を
活
用
し
た
「
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
教
室
」
や
、
転
倒
防
止
・
寝
た
き
り
予
防

の
た
め
の「
Ｂ
＆
Ｇ
て
ん
と
う
む
し
ク
ラ
ブ
」

の
他
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
な
ど
通
所
系
介
護
予

防
事
業
へ
の
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、
セ
ラ

バ
ン
ド
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
の
普
及
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
約
40
カ
所
で
活
動
し
て
い
る
「
地

域
サ
ロ
ン
」
は
、
高
齢
者
の
集
い
の
場
と

し
て
定
着
し
、
高
齢
者
が
趣
味
や
生
き
が

い
を
持
っ
て
、
外
出
す
る
機
会
を
増
や
す

こ
と
で
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
閉
じ
こ
も

り
防
止
、
介
護
予
防
の
推
進
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

歯
科
コ
ー
ナ
ー

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
コ
ー
ナ
ー

介
護
予
防
コ
ー
ナ
ー

喫
茶
コ
ー
ナ
ー

健
康
づ
く
り
婦
人
会
コ
ー
ナ
ー

健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

トレーニングマシンを活用した教室高齢者が趣味や生きがいを持つことは大切です 口腔機能の向上をめざしトレーニング中 ! 「健康ふくし展」の様子。
健康づくりコーナーは毎年人気です

『
健
康
づ
く
り
推
進
員
』･･･

会
員
数
１
１
４
人

　

各
地
区
に
配
置
し
、
家
庭
へ
の
健
診
希

望
調
査
の
配
布
や
受
診
勧
奨
を
実
施
。
健

診
協
力
員
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

『
健
康
づ
く
り
婦
人
会
』･･･

会
員
数
約
２
０
０
人

　

婦
人
会
員
と
兼
務
。
健
診
協
力
員
や
健

診
会
場
で
の
受
診
勧
奨
活
動
の
他
、
複
十

字
シ
ー
ル
運
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
食
生
活
改
善
推
進
員
』･･･会

員
数
27
人

　

高
齢
者
の
集
い
で
の
食
の
地
区
伝
達
員
と

し
て
の
活
動
や
、
生
活
習
慣
病
予
防
活
動
、

親
子
の
料
理
教
室
な
ど
、
地
域
の
食
育
に
関

す
る
活
動
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
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高
知
県
内
の
小
学
生
・
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
生

テ
ー
マ
は
、運
動
や
食
事
、睡
眠
、歯
磨
き
、生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
、

健
康
づ
く
り
全
般
に
関
す
る
こ
と
。大
き
さ
は
、四
ツ
切
画
用
紙

作
品
は
、未
発
表
の
も
の
で
1
人
1
点
。作
品
に
は「
応
募
作
品
貼

付
票
」を
貼
付

〒
７
８
０
ー
８
５
３
６　

高
知
市
丸
ノ
内
２
丁
目
６
番
５
号

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会　

事
業
課
事
業
振
興
係

T
E
L
／
０
８
８
ー
８
２
０
ー
８
４
１
５

主
催
者
が
委
嘱
す
る
公
募
作
品
選
考
委
員
会
で
選
考

在
籍
校
を
通
じ
て
連
絡

入
選
者
に
は
、高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
理
事
長
か
ら

表
彰
状
と
副
賞
を
授
与

● 

最
優
秀
賞･･･

１
点（
５
千
円
の
図
書
カ
ー
ド
）

● 

優
秀
賞･････

５
点（
３
千
円
の
図
書
カ
ー
ド
）

● 

佳
作･･･････

20
点（
２
千
円
の
図
書
カ
ー
ド
）

● 

記
念
品･････

応
募
者
全
員

健
康
づ
く
り
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
に
使
用

県
内
市
町
村
の
健
康
ま
つ
り
等
で
展
示

本
会
機
関
誌「
T
O
S
A
国
保
だ
よ
り
」に
掲
載
な
ど

主
催
者
に
帰
属

応
募
資
格

作
品
規
定

応
募
規
定

問
い
合
わ
せ

作
品
送
付
先

選
　
　
考

入
選
発
表

表
　
　
彰

入
選
作
品
の

活

用

版
　
　
権

募
集
要
項

締め切り
平成24年9月10日（月）
当日消印有効

第13回
健康づくりの
図画・ポスター
作品募集

今年も

元気な作
品を

大募集
!!

子
育
て
に
関
す
る

情
報
交
換・共
有
の
場
を
提
供

　

子
育
て
支
援
と
し
て
は
、
育
児
教
室
の

開
催
や
育
児
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
活
動
が
あ

り
ま
す
。

「
わ
く
わ
く
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」

を
開
催

　

津
野
町
自
立
支
援
協
議
会
で
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
が
津
野
町
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
夏
休
み
に
は
、
特
別
支
援
学
級
・

学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
長
期

休
暇
支
援
事
業「
わ
く
わ
く
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

優
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
一
緒
に

プ
ー
ル
で
泳
い
だ
り
、
流
し
そ
う
め
ん
や
陶

芸
教
室
、
パ
ン
づ
く
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

体
験
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
と
っ

て
も
元
気
! !
携
わ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

や
ス
タ
ッ
フ
が
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
パ
ワ
ー

を
も
ら
う
ほ
ど
で
す
。

健
康
づ
く
り
は

「
協
力
」が
欠
か
せ
な
い

　

健
康
は
、
普
段
は
当
た
り
前
す
ぎ
て
意
識

し
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
失
っ

て
初
め
て
、
そ
の
あ
り
が
た
さ
に
気
付
く
人

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら

こ
そ
「
健
康
づ
く
り
」
は
一
筋
縄
で
は
い
か

ず
、
一
人
一
人
の
意
識
が
重
要
で
あ
り
、
地

域
全
体
・
ま
ち
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

お
い
し
く
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
る
、
運
動
が

で
き
る
、
人
と
会
話
が
で
き
る
、
家
族
と
過

ご
せ
る
…
、
そ
う
い
っ
た
ご
く
当
た
り
前
に

感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
本
当
は
、
い
か
に
幸

せ
な
こ
と
で
、
あ
り
が
た
い
こ
と
か
。
自
分

自
身
の
健
康
、
家
族
の
健
康
、
地
域
の
健
康

に
つ
い
て
、
今
一
度
皆
さ
ん
で
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

救急蘇生法をマスター !

しずくちゃん広場の様子

離乳食講習を受けています

ORANKU NO HOKENJIGYO

みんなで集合写真。子どもたちは本当に元気です 流しそうめんを体験

わくわくふれあいデーの様子

「
ち
っ
ち
く
ら
ぶ
」（
毎
月
１
回
）

　

助
産
師
に
よ
る
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
母

乳
育
児
の
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

「
し
ず
く
ち
ゃ
ん
広
場
」（
年
８
回
）

　

離
乳
食
講
習
・
家
庭
看
護
・
救
急
蘇
生

法
講
習
な
ど
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
交

換
や
知
識
習
得
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ぷ
っ
ち
マ
マ
」（
毎
月
１
回
）

　

完
全
自
主
サ
ー
ク
ル
で
す
。
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
、
食
事
を
し
た
り
と
、
お
母
さ

ん
方
の
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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今
西
芳
彦
会
長
（
本
山
町
長
）
は
、
開
会
あ

い
さ
つ
の
冒
頭
、
昨
年
11
月
に
高
知
県
で
開
催

し
た
第
51
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
に
つ
い

て
触
れ
、
会
員
ら
に
よ
る
支
援
・
協
力
に
対
し
、

感
謝
の
意
を
表
し
た
。

　

そ
の
後
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
地
域
医
療
の
現
状

に
つ
い
て
「
わ
が
国
で
は
、
世
界
で
類
を
見
な
い

勢
い
で
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
経
済
の
低
迷
や
医

師
不
足
の
問
題
な
ど
、
国
保
直
診
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
は
著
し
く
、
財
政
状
況
も
大
変
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
」
と
言
及
し
た
。
そ
の

上
で
、
各
会
員
が
地
域
医
療
の
確
保
や
地
域
住

民
の
健
康
保
持
増
進
の
た
め
に
、
日
々
奔
走
し
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
４
月
に
成
立
し
た
国
保
法
改

正
案
、
ま
た
24
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
触
れ
た

上
で
「
国
保
直
診
は
、
地
域
包
括
医
療
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
理
念
と
し
、
治
療
と
予
防
を
一

体
化
し
た
包
括
医
療
の
実
践
を
さ
ら
に
充
実
・

強
化
し
、
地
域
住
民
の
信
頼
を
高
め
な
が
ら
、

住
民
が
一
生
を
通
じ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
、
そ
の
使
命
を
語
る
と
と
も
に
、
地
域

に
お
け
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
、
総
合
的
・
一
体
的

な
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
展
開
に
向
け
た
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

　

続
い
て
、
高
知
県
健
康
政
策
部
の
入
福
聖
一

部
長
が
来
賓
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
は
じ
め
に
、
こ

れ
ま
で
地
域
医
療
に
関
す
る
研
究
・
協
議
を
重

ね
、
実
践
し
て
き
た
各
会
員
の
取
り
組
み
に
対

し
「
国
保
の
健
全
な
運
営
、
国
保
診
療
所
な
ど

の
運
営
を
通
じ
、
県
の
保
健
医
療
行
政
に
対
し
、

多
大
な
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
述
べ
、
感

謝
の
意
を
表
し
た
。

　

さ
ら
に
、
県
が
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
住
民

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
生
涯
健
や
か
に
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
高
知
県
を
め
ざ
す
た
め
の

『
日
本
一
の
健
康
長
寿
県
構
想
』
に
つ
い
て
触
れ
、

「
医
療
分
野
」
に
お
い
て
現
在
、
集
中
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
「
若
手
医
師
の
減
少
」「
医
師
の

地
域
偏
在
」
と
い
っ
た
課
題
へ
の
対
応
策
を
紹

介
。
高
知
大
学
医
学
部
に
、
地
域
枠
と
し
て
入

学
し
た
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
制
度
を
推
進
す

る
こ
と
か
ら
、
若
手
医
師
の
増
加
を
図
り
、
地

域
医
療
、
中
山
間
部
の
医
療
の
発
展
に
つ
な
げ

て
い
く
長
期
的
計
画
な
ど
に
言
及
し
た
。

　

ま
た
、
国
保
法
改
正
案
に
つ
い
て
「
保
険
財

政
共
同
安
定
化
事
業
の
対
象
医
療
費
の
拡
大

は
、市
町
村
国
保
の
広
域
化
へ
の
第
一
歩
で
あ
り
、

県
と
し
て
も
市
町
村
な
ど
の
声
を
十
分
に
聞
き
、

国
に
対
し
て
も
意
見
を
出
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
安
定
し
た
事
業
運
営

の
構
築
に
向
け
て
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

　
そ
の
後
、

議
長
に
浦
口

武
男
・
佐
川
町

立
高
北
国
民
健
康
保
険
病
院

副
院
長
を
選
出
し
、
議
事
録
署
名
人
を
指
名
し

た
後
、
議
事
に
入
っ
た
。
審
議
の
結
果
、
平
成

23
年
度
事
業
報
告
・
歳
入
歳
出
決
算
、
平
成
24

年
度
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算
等
、
全
５
議

案
を
原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決
し
た
。

　

な
お
、
時
代
と
地
域
の
要
請
に
対
応
し
、
国

保
直
診
の
関
係
者
が
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
地

域
包
括
医
療
・
ケ
ア
を
実
践
し
、
地
域
住
民
が

安
心
し
て
相
談
、
利
用
で
き
る
体
制
を
拡
充
し

て
い
く
と
と
も
に
、
地

域
包
括
医
療
の
質
と

専
門
性
を
高
め
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
次
の
重
点
事
項

に
掲
げ
る
事
業
を
実

施
し
て
い
く
。

地
域
住
民
の
信
頼
を
高
め

一
生
を
通
じ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

高
知
県
国
保
地
域
医
療
推
進
協
議
会

新
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等
を
認
定
・
可
決

第
30
回
通
常
総
会

重
点
事
項

１　

第
26
回
高
知
県
国
保
地
域
医
療
学
会
の
開
催

２　

第
52
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
へ
の

　
　

参
加
奨
励

３　

高
知
県
国
保
被
保
険
者
健
康
づ
く
り

　
　

推
進
月
間
の
設
定

４　

各
部
会
の
連
携
に
よ
る
育
成
指
導
等
の
実
施

５　

医
師
確
保
等
の
直
診
対
策

６　

医
師
等
研
修
会
へ
の
参
加
奨
励

７　

関
係
団
体
の
各
種
会
議
へ
の
参
加
奨
励

８　

公
立
病
院
改
革
へ
の
対
応

９　

そ
の
他
地
域
医
療
活
動
の
推
進
に
関
す
る

　
　

諸
問
題
に
つ
い
て
、
研
究
協
議
に
努
め
る

高
知
県
国
保

地
域
医
療
推
進
協
議
会

会
長　

今
西  

芳
彦

治
療
と
予
防
を
一
体
化
し
た

包
括
医
療
の
実
践
を
拡
充
し

地
域
住
民
の
信
頼
を
高
め
て
い
く

開
会
あ
い
さ
つ

高
知
県
健
康
政
策
部　

部
長　

入
福　

聖
一 

氏

地
域
に
お
け
る
医
師
・

看
護
師
の

確
保
に
向
け

鋭
意
努
力

し
て
い
き
た
い

来
賓
あ
い
さ
つ

全
５
議
案
を
原
案
ど
お
り

認
定
・
可
決

　
高
知
県
国
保
地
域
医
療
推
進
協
議
会
は

５
月
12
日
、高
知
市
の
高
知
会
館
に
お
い

て「
第
30
回
通
常
総
会
」を
開
催
し
、平
成

23
年
度
事
業
報
告・歳
入
歳
出
決
算
、平
成

24
年
度
事
業
計
画・歳
入
歳
出
予
算
等
、全

５
議
案
を
原
案
ど
お
り
認
定・可
決
し
た
。

顧
　
問

監
　
事

理
　
事

常
務
理
事

副
会
長

会
　
長

役 

職 

名

瀬
尾
　
宏
美

和
田
　
幸
久

池
田
　
三
男

岡
林
　
弘
毅

山
本
　
雅
子

清
田
　
浩
嗣

日
浦
け
さ
お

笹
岡
　
忠
幸

木
下
　
彰
二

松
浦
喜
美
夫

佐
野
　
正
幸

矢
野
　
富
夫

柴
岡
　
邦
男

大
野
　
政
彦

小
野
　
　
歩

高
瀬
　
満
伸

今
西
　
芳
彦

氏
　
名

高
知
大
学
医
学
部
附
属
病
院
総
合
診
療
部
教
授

佐
川
町
立
高
北
国
民
健
康
保
険
病
院
長

津
野
町
長

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
理
事

高
知
県
健
康
政
策
部
健
康
長
寿
政
策
課
企
画
監

高
知
県
健
康
政
策
部
国
保
指
導
課
長

仁
淀
川
町
保
健
福
祉
課
主
任
（
保
健
師
）

佐
川
町
立
高
北
国
民
健
康
保
険
病
院
事
務
局
長

馬
路
村
健
康
福
祉
課
長

い
の
町
立
国
民
健
康
保
険
仁
淀
病
院
長

本
山
町
立
国
保
嶺
北
中
央
病
院
長

梼
原
町
長

大
月
町
長

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
事
務
局
長

大
月
町
国
民
健
康
保
険
大
月
病
院
長

四
万
十
町
長

本
山
町
長

現 

職 

名

高知県国保地域医療推進協議会役員
任期　自 平成23年6月7日　至 平成25年6月6日

議長

佐川町立高北国民健康保険病院

副院長　浦口　武男 氏
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と
後
期
高
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険
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神奈川県立保健福祉大学名誉教授

1945 年、広島県生まれ。1968 年、横浜市立大学卒。特殊法人社会保障研究所（現国立社会保障・人口問題研究所）

研究員、上智大学講師・助教授・教授、神奈川県立保健福祉大学教授を歴任。2011 年 3 月、定年退官し現在に至る。

●主な著書　『年金改革論』（共著）・『社会保障の財源政策』（共著）東京大学出版会、『年金・医療・福祉政策論』（共著）社会保険新報社、

『介護保険システムのマネジメント』（共著）医学書院、『介護保険制度・ゴールドプラン 21』（編著）東京法令出版、『社会福祉』（編著）

メヂカルフレンド社、『医療制度改革と保険者機能』（編著）東洋経済新報社、『患者・国民のための医療改革』（編著）社会保険研究所、『社

会保障』（編著）中央法規出版
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保
険
料
の
上
昇
と

高
ま
る
”不

安
“

　

新
年
度
に
な
り
、
多
く
の
市
町

村
・
都
道
府
県
で
、
介
護
と
後

期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
。
全
国
平
均
（
月

額
）
で
は
、
第
１
号
被
保
険
者
の

介
護
保
険
料
は
４
１
６
０
円
か

ら
４
９
７
２
円
へ
と
８
１
２
円

（
19
・
５
％
）
増
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
は
５
２
４
９
円
か

ら
５
５
６
１
円
へ
と
３
１
２
円

（
5.9
％
）
増
。
両
者
を
合
わ
せ
る

と
１
万
円
を
超
え
、
１
万
５
３
３

円
に
な
っ
た
。

　

将
来
は
ど
う
か
。
３
月
に
厚

生
労
働
省
が
発
表
し
た
『
社
会

保
障
に
係
る
費
用
の
将
来
推

計
』
で
は
、
平
成
37
年
度
に

は
、
介
護
保
険
料
８
２
０
０
円

程
度
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
６
５
０
０
円
程
度
、
合
わ
せ

て
１
万
４
７
０
０
円
程
度
に
な

る
。
こ
れ
に
は
、
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

現
状
の
ま
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

６
８
０
０
円
、
６
４
０
０
円
で
、

合
わ
せ
て
１
万
３
２
０
０
円
に

と
ど
ま
る
。

　

公
的
年
金
の
水
準
が
抑
制
さ

れ
る
中
で
、
こ
の
よ
う
な
負
担

の
増
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
。
誰
も
が
抱
く
共
通
の
不

安
で
あ
ろ
う
。

介
護
保
険
に
対
す
る

「
価
値
感
」の
変
遷

　

振
り
返
る
と
、
介
護
保
険
が
始

ま
っ
た
平
成
12
年
度
の
全
国
平
均

の
保
険
料
は
２
９
１
０
円
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
今
で
は
、
４
９
７
２

円
へ
と
1.7
倍
に
上
昇
し
た
。
こ
の

よ
う
な
急
激
な
負
担
増
が
受
け
入

れ
ら
れ
た
の
は
、利
用
者
が
増
え
、

サ
ー
ビ
ス
の
価
値
が
認
め
ら
れ
て

き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

特
に
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
伸
び

が
著
し
い
。
つ
い
昨
日
ま
で
は
、

嫁
の
介
護
が
当
然
の
よ
う
な
風
潮

が
あ
り
、
他
人
を
家
の
中
に
入
れ

た
が
ら
な
い
の
が
日
本
文
化
だ
、

な
ど
と
言
わ
れ
て
い
た
。そ
れ
が
、

今
で
は
様
変
わ
り
し
、
街
を
行
き

交
う
訪
問
介
護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
者
の
車
を
見
か
け
る
こ
と

が
日
常
化
し
た
。
し
か
も
、
こ
の

サ
ー
ビ
ス
を
今
で
は
自
分
の
親
や

近
隣
の
お
年
寄
り
が
利
用
し
、
や

が
て
は
自
分
も
利
用
す
る
側
に
回

る
。
こ
う
し
て
介
護
保
険
の
価
値

が
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
負

担
増
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。

　

将
来
に
向
け
て
も
同
様
で
は
な

い
か
。
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
限

り
、
一
定
の
負
担
増
は
許
容
さ
れ

る
に
違
い
な
い
。

医
療
か
ら
介
護
、

施
設
か
ら
在
宅
へ

　

と
こ
ろ
で
、『
将
来
推
計
』
の

介
護
と
医
療
の
保
険
料
を
比
べ

る
と
、
改
革
後
の
介
護
保
険
料
の

上
昇
が
目
立
つ
。
平
成
21
年
度

で
は
、
介
護
保
険
料
４
１
６
０

円
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

５
２
３
６
円
で
、
１
０
７
６
円
ほ

ど
医
療
保
険
料
の
方
が
高
か
っ

た
の
だ
が
、
今
で
は
５
８
９
円

の
差
に
縮
小
し
た
。
そ
れ
が
、

平
成
37
年
度
に
は
完
全
に
逆
転

し
、
し
か
も
、
介
護
保
険
料
の

方
が
１
７
０
０
円
も
上
回
る
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
尊
厳

あ
る
人
生
を
ま
っ
と
う
し
た
い
。

そ
の
願
い
に
応
え
る
上
で
、
医

療
か
ら
介
護
へ
、
病
院
・
施
設

か
ら
在
宅
へ
の
政
策
展
開
を
図

る
。
そ
れ
に
よ
る
必
然
的
な
結

果
で
あ
る
。

ど
う
な
る
!?

保
険
料
軽
減
施
策
の
行
方

　

た
だ
し
、『
将
来
推
計
』
に
は
、

先
送
り
さ
れ
た
改
革
事
項
、
す

な
わ
ち
短
時
間
労
働
者
の
全
面

的
な
適
用
拡
大
、
被
用
者
保
険

介
護
納
付
金
の
総
報
酬
割
導
入
、

重
度
化
予
防
に
効
果
の
あ
る
給

付
の
重
点
化
、
そ
れ
ら
に
連
動

し
た
低
所
得
者
の
国
保
・
介
護

の
保
険
料
軽
減
な
ど
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。

　

こ
れ
が
実
現
し
、
例
え
ば
、

介
護
保
険
の
第
１
号
保
険
料
の

低
所
得
者
軽
減
強
化
に
つ
い
て
、

所
要
額
（
１
３
０
０
億
円
）
の

全
額
を
低
所
得
者
の
保
険
料
軽

減
に
充
て
る
場
合
、
低
所
得
者

の
保
険
料
水
準
を
３
割
程
度
引

き
下
げ
る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
保
険
料
負
担
増
を
緩

和
す
る
上
で
も
、
一
体
改
革
を

推
進
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

記
事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社



平成 23 年度下半期における介護認定者数および受給者数

審査月 要介護区分 認定者数 受給者数 認定者数に
対する割合 居宅サービス 地域密着型

サービス 施設サービス

11
月

要 支 援 １ 5,566 3,083 55.4% 3,075 8 0
要 支 援 ２ 5,031 3,331 66.2% 3,308 23 0
経 過 的 要 介 護 0 0 0.0% 0 0 0
要 介 護 １ 8,108 6,253 77.1% 5,432 593 228
要 介 護 ２ 6,802 5,801 85.3% 4,590 737 474
要 介 護 ３ 5,700 4,917 86.3% 2,916 799 1,202
要 介 護 ４ 5,862 4,790 81.7% 1,829 599 2,362
要 介 護 ５ 6,704 4,908 73.2% 1,020 326 3,562

計 43,773 33,083 75.6% 22,170 3,085 7,828

12
月

要 支 援 １ 5,595 3,110 55.6% 3,101 9 0
要 支 援 ２ 5,082 3,376 66.4% 3,352 24 0
経 過 的 要 介 護 0 0 0.0% 0 0 0
要 介 護 １ 8,160 6,253 76.6% 5,453 580 220
要 介 護 ２ 6,818 5,807 85.2% 4,613 702 492
要 介 護 ３ 5,723 4,925 86.1% 2,906 828 1,191
要 介 護 ４ 5,885 4,814 81.8% 1,847 612 2,355
要 介 護 ５ 6,703 4,937 73.7% 1,014 330 3,593

計 43,966 33,222 75.6% 22,286 3,085 7,851

１
月

要 支 援 １ 5,639 3,138 55.6% 3,126 12 0
要 支 援 ２ 5,117 3,372 65.9% 3,350 22 0
経 過 的 要 介 護 0 0 0.0% 0 0 0
要 介 護 １ 8,124 6,262 77.1% 5,461 581 220
要 介 護 ２ 6,850 5,874 85.8% 4,643 735 496
要 介 護 ３ 5,738 4,972 86.7% 2,910 836 1,226
要 介 護 ４ 5,836 4,802 82.3% 1,853 619 2,330
要 介 護 ５ 6,700 4,954 73.9% 1,026 329 3,599

計 44,004 33,374 75.8% 22,369 3,134 7,871

２
月

要 支 援 １ 5,627 3,101 55.1% 3,086 15 0
要 支 援 ２ 5,157 3,288 63.8% 3,265 23 0
経 過 的 要 介 護 0 0 0.0% 0 0 0
要 介 護 １ 8,116 6,163 75.9% 5,379 572 212
要 介 護 ２ 6,862 5,789 84.4% 4,560 736 493
要 介 護 ３ 5,749 4,971 86.5% 2,918 824 1,229
要 介 護 ４ 5,847 4,773 81.6% 1,824 621 2,328
要 介 護 ５ 6,661 4,944 74.2% 1,034 321 3,589

計 44,019 33,029 75.0% 22,066 3,112 7,851

３
月

要 支 援 １ 5,668 3,047 53.8% 3,034 13 0
要 支 援 ２ 5,211 3,336 64.0% 3,312 24 0
経 過 的 要 介 護 0 0 0.0% 0 0 0
要 介 護 １ 8,151 6,176 75.8% 5,393 571 212
要 介 護 ２ 6,835 5,778 84.5% 4,551 742 485
要 介 護 ３ 5,788 5,011 86.6% 2,928 829 1,254
要 介 護 ４ 5,865 4,746 80.9% 1,810 620 2,316
要 介 護 ５ 6,697 4,939 73.7% 1,035 330 3,574

計 44,215 33,033 74.7% 22,063 3,129 7,841

４
月

要 支 援 １ 5,634 3,038 53.9% 3,024 14 0
要 支 援 ２ 5,234 3,405 65.1% 3,378 27 0
経 過 的 要 介 護 0 0 0.0% 0 0 0
要 介 護 １ 8,131 6,199 76.2% 5,403 578 218
要 介 護 ２ 6,799 5,799 85.3% 4,575 750 474
要 介 護 ３ 5,882 5,120 87.0% 2,977 861 1,282
要 介 護 ４ 5,912 4,796 81.1% 1,811 630 2,355
要 介 護 ５ 6,736 5,011 74.4% 1,063 338 3,610

計 44,328 33,368 75.3% 22,231 3,198 7,939

介護給付費明細書確定件数の内訳（高知県） 平成 24 年 2 月～ 4 月審査分

24 年 2 月 24 年 3 月 24 年 4 月 23 年度計
（件） 前年同月比 （件） 前年同月比 （件） 前年同月比 （件） 前年度比

施 設 介 護 サ ー ビ ス 7,912 100.50% 7,599 96.69% 8,294 105.62% 94,936 100.66%
介 護 予 防 支 援 6,223 102.34% 6,224 103.94% 6,258 104.60% 74,456 104.04%
居 宅 介 護 支 援 14,471 104.63% 14,670 106.49% 14,335 102.19% 173,898 105.18%
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 3,141 108.05% 3,170 107.35% 3,237 110.44% 37,273 107.59%
居 宅 介 護 サ ー ビ ス 40,038 107.14% 39,812 107.58% 40,420 106.58% 476,427 107.39%
合 計 71,785 105.47% 71,475 105.76% 72,544 105.56% 856,990 105.87%

施設介護サービスが占める割合 11.02% 10.63% 11.43% 11.08%
地域密着型サービスが占める割合 4.38% 4.44% 4.46% 4.35%

介護給付費の内訳（高知県） 平成 24 年 2 月～ 4 月審査分

24 年 2 月 24 年 3 月 24 年 4 月 23 年度計
（円）前年同月比 （円）前年同月比 （円）前年同月比 （円） 前年度比

施 設 介 護 サ ー ビ ス 2,458,344,873 100.67% 2,195,892,771 98.91% 2,601,484,370 106.60% 29,153,471,709 101.28%
介 護 予 防 支 援 26,253,760 102.29% 26,329,880 104.20% 26,616,960 104.77% 315,815,960 103.99%
居 宅 介 護 支 援 187,932,669 105.03% 191,240,599 107.00% 185,937,368 101.72% 2,267,870,414 105.77%
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 665,792,323 107.92% 636,506,498 109.75% 687,865,726 108.90% 7,845,313,959 107.97%
居 宅 介 護 サ ー ビ ス 1,799,060,644 105.85% 1,801,264,652 109.15% 1,905,201,099 103.57% 22,273,830,123 105.96%
合 計 5,137,384,269 103.51% 4,851,234,400 104.23% 5,407,105,523 105.61% 61,856,302,165 103.92%

施設介護サービスが占める割合 47.85% 45.26% 48.11% 47.13%
地域密着型サービスが占める割合 12.96% 13.12% 12.72% 12.68%

　

23
年
度
の
介
護
給
付
費
明
細
書
の
件

数
は
85
万
６
９
９
０
件
で
、
前
年
度
よ
り

４
万
７
５
１
１
件
（
５
・
87
％
）
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
給
付
費
の
状
況

は
６
１
８
億
５
６
３
０
万
２
１
６
５
円
（
対

前
年
度
比
３
・
92
％
増
）
で
、
サ
ー
ビ
ス

別
で
見
る
と
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

２
９
１
億
５
３
４
７
万
１
７
０
９
円

（
１
・
28
％
増
）
と
ほ
ぼ
横
ば
い
な
の
に

対
し
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
２
２
２
億

７
３
８
３
万
１
２
３
円
（
５
・
96
％
増
）、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
78
億
４
５
３
１
万

３
９
５
９
円
（
７
・
97
％
増
）
と
い
ず
れ

も
高
い
割
合
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
増
加
要
因
は
、
認
定
者
数
が
52
万

３
９
５
８
人
で
３
・
58
％
の
増
加
、
受
給

者
数
が
39
万
４
０
４
５
人
で
４
・
69
％
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

24
年
4
月
の
介
護
報
酬
改
定
で
は
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
続
け

る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
在
宅
復
帰

に
向
け
た
支
援
な
ど
、
施
設
介
護
か
ら
在

宅
介
護
重
視
へ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
こ
う
い
っ
た
傾
向

が
続
い
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

居宅・地域密着型が
高い割合で増加

「在宅介護」への移行の兆し
ー平成23年度介護給付費ー

こちら

介護保険課

介 護 ひ と く ち メ モ

定期巡回・随時対応型訪問介護看護とは
　定期的な巡回訪問や随時通報を受け、利用者の居宅に
おいて介護福祉士等により行われる入浴、排せつ、食事等
の介護、その他日常生活上の世話を行うサービスです。在
宅サービスの充実を図り、施設介護から在宅介護への移行
を促すことを目的に、24年度に新設されました。
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歩
で
あ
り
、
県
と
し
て
も
、
今
後
市
町
村
な

ど
の
意
見
を
十
分
に
聞
き
な
が
ら
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
、
安

定
し
た
事
業
運
営
の
構
築
に
向
け
た
協
力
を

呼
び
掛
け
た
。

全
４
議
案
を
原
案
ど
お
り

認
定
・
可
決

　

そ
の
後
、
議
長
に
田
中
倫
代
氏
（
南
国
市

市
民
課
長
）
を
選
出
し
、
議
事
録
署
名
人
を

指
名
し
た
後
、
議
事
に
入
っ
た
。

　

審
議
の
結
果
、
平
成
23
年
度
事
業
報
告
・

歳
入
歳
出
決
算
、

平
成
24
年

度
事
業
計

画
・
歳
入
歳

出
予
算
の
全
４
議
案
を

原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決
し
た
。

立
つ
医
療
保
険
制
度
を
堅
持
し
、
国
民
の
医

療
面
に
お
け
る
安
心
・
安
全
を
保
っ
て
い
く

こ
と
を
め
ざ
し
、
今
後
も
本
協
議
会
の
役
割

を
十
分
果
た
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
訴

え
、
引
き
続
き
、
県
お
よ
び
国
保
連
合
会
等

の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
取
り
な
が
ら
、

被
保
険
者
に
対
す
る
時
宜
を
失
わ
な
い
対
応

を
し
て
い
く
よ
う
呼
び
掛
け
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ

国
保
に
お
け
る

財
政
基
盤
強
化
の
必
要
性
は

共
通
の
認
識
に
な
っ
て
い
る

　

来
賓
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
清

田
浩
嗣
氏（
高

知
県
健
康
政
策

部
国
保
指
導
課
長
）
は
、

は
じ
め
に
、
会
員
に
よ
る
国
保
事
業
の
円
滑

な
運
営
に
対
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
。
そ

の
上
で
、国
保
財
政
の
厳
し
い
実
態
に
言
及
し

「
国
保
に
お
い
て
財
政
基
盤
強
化
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
は
、
も
う
共
通
の
認
識
に
な
っ
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
改
正
国
保
法
に
つ
い
て
触
れ
「
保

険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
の
対
象
医
療
費
の

拡
大
は
、
市
町
村
国
保
の
広
域
化
へ
の
第
一

各
支
部
の
代
表
者
が

23
年
度
の
活
動
を
報
告

任
期
満
了
に
伴
う

組
織
理
事
会
を
開
催

　

総
会
終
了
後
に
は
組
織
理
事
会
を
開
催
。

理
事
の
互
選
に
よ
り
、
会
長
に
田
中
弘
訓
・

高
知
市
保
険
医
療
課
長
、
副
会
長
に
高
橋
智

恵
子
・
土
佐
市
市
民
課
長
を
選
出
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ

被
保
険
者
に
対
し
て

時
宜
を
失
わ
な
い
対
応
を

　

開
会
に
あ
た
り
、
田
中

弘
訓
会
長
（
高

知
市
保
険
医
療

課
長
）
は
、「
地

域
住
民
の
医
療
の
確
保
と
健
康

の
保
持
増
進
に
貢
献
し
て
き
た
国
保
は
、
急

速
な
少
子
高
齢
化
や
地
域
住
民
の
医
療
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
の
一
方
で
、
長

引
く
不
況
の
影
響
か
ら
、
国
民
所
得
の
低
下

に
直
面
し
、
保
険
料
（
税
）
の
収
入
が
減
少

す
る
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
」

と
国
保
事
業
の
実
情
を
語
っ
た
。

　

そ
し
て
、
４
月
に
可
決
・
成
立
し
た
市
町

村
国
保
に
お
け
る
財
政
基
盤
強
化
策
の
恒
久

化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
国
保
法
に
つ
い

て
触
れ
た
上
で
「
国
民
皆
保
険
と
し
て
成
り

　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
事
務
担
当
職

員
協
議
会
は
５
月
29
日
、
高
知
市
の
高
知

城
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
31
回
通
常
総
会

を
開
催
し
、
平
成
23
年
度
事
業
報
告
・
歳

入
歳
出
決
算
、
平
成
24
年
度
事
業
計
画
・

歳
入
歳
出
予
算
を
審
議
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
認
定
・
可
決
し
た
。

高知県国民健康保険事務担当職員協議会

平成24年度事業計画・予算を原案どおり認定・可決

改革の動向を注視しながら
効果的・効率的な事業の実施に努めていく

議長

来賓

高知県国民健康保険事務担当職員協議会役員
任期　自 平成24年5月28日　至 平成26年5月27日

役 職 名 氏　名 所　属 現 職 名
会　長 田中　弘訓 中央支部 高知市保険医療課長
副 会 長 高橋智恵子 高吾支部 土佐市市民課長

常 務 理 事 大野　政彦 国保連合会 国保連合会事務局長

理　事

畑中　真人 安芸支部 安芸市市民課長
池本　尚彦 〃 芸西村健康福祉課長
西村     和 中央支部 香南市市民保険課長
西田　　功 高吾支部 須崎市市民課長
中嶋　隆司 〃 いの町町民課長
河原　敏郎 幡多支部 宿毛市市民課長
武内　可一 〃 三原村住民課長

監　事 川上　建司 安芸支部 室戸市市民課長
横山　周次 幡多支部 土佐清水市市民課長

第 31 回通常総会
　

な
お
、
次
の
重
点
事
項
を
中
心
と
し
た
各

事
業
の
効
果
的
な
実
施
に
向
け
、
今
後
、
精

力
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

高知県健康政策部国保指導課

課長　清田　浩嗣 氏

南国市市民課

課長　田中　倫代 氏

安芸市市民課国保年金係

係長　島﨑　留美 氏

安芸支部
土佐市市民課  課長補佐

塩見　芳情 氏

高吾支部

高知市保険医療課管理係

係長　大原　章 氏

中央支部
宿毛市市民課保険係

係長　川村　理奈 氏

幡多支部

安芸支部

中央支部

高吾支部

幡多支部

①
制
度
の
改
善

　
国
保
制
度
の
長
期
安
定
化
を
期
す
る

た
め
、
諸
施
策
の
陳
情
活
動
に
つ
い
て

市
町
村
長
お
よ
び
国
保
連
合
会
と
連
携

を
取
り
、
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
に
向

け
て
国
に
対
し
運
動
を
展
開
す
る
。

②
国
民
健
康
保
険
事
業
の

　
健
全
化
対
策

　
国
に
対
し
、
制
度
改
善
等
の
要
請
に

努
め
る
と
と
も
に
、
国
保
連
合
会
等
の

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
次
の

事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

○
医
療
費
適
正
化
対
策
の
推
進

○
保
健
事
業
の
推
進
・
強
化

○
健
康
を
守
る
運
動
の
推
進

○
各
支
部
の
育
成

重
点
事
項

　

第
31
通
常
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
各
支

部
で
は
、
４
月
20
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
総

会
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
に
お
け
る

平
成
23
年
度
事
業
報
告
・
歳
入
歳
出
決
算
お

よ
び
新
年
度
の
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算

等
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

支
部
総
会
に
は
、
高
知
県
お
よ
び
国
保

連
合
会
か
ら
担
当
者
が
出
席
し
、
高
知
県
か

ら
「
改
正
国
保
法
の
概
要
」
等
、
国
保
連

合
会
か
ら
「
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
へ
の
意
見

要
望
事
項
」「
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム

（
K
D
B
）
の
概
要
」
等
の
説
明
を
行
っ
た
。

各
支
部
に
お
け
る
新
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等
が
決
定

県
内
４
支
部
で
総
会
を
開
催
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本
会
で
は
５
月
８
日
、高
知
市
の
高
知
城
ホ
ー

ル
に
お
い
て
「
平
成
23
年
度
特
定
健
康
診
査
等

国
庫
負
担
（
補
助
）
金
の
実
績
報
告
に
関
す
る

説
明
会
お
よ
び
特
定
健
康
診
査
等
事
務
担
当
者

新
任
者
研
修
会
」
を
開
催
し
、
国
保
保
険
者
を

は
じ
め
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
、
県
内

福
祉
保
健
所
の
担
当
者
60
人
が
出
席
し
た
。

　

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
で
は
毎

年
、
事
業
の
実
施
に
要
し
た
費
用
に
対
し
て
交

付
さ
れ
る
国
庫
負
担
（
補
助
）
金
の
実
績
報
告

を
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
今
回
の
説
明
会
で
は
、
実
績
報
告
の

概
要
や
報
告
に
お
け
る
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管

理
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
補
助
資
料
の
作
成
手

順
な
ど
を
説
明
し
た
他
、
20
年
度
か
ら
22
年
度

の
特
定
健
康
診
査
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
保
険

者
別
の
集
計
を
報
告
し
た
。

　

さ
ら
に
、
新
任
者
を
含
む
担
当
者
向
け
の
研

修
と
し
て
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

の
実
施
に
係
る
事
務
処
理
や
制
度
の
概
要
、
集

合
契
約
の
仕
組
み
、
費
用
決
済
な
ど
の
基
本
的

事
項
を
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
に
は
、
高
知
県
か
ら
国
保
指
導

課
お
よ
び
健
康
長
寿
政
策
課
の
担
当
者
が
出

席
。
保
健
事
業
の
助
成
に
係
る
留
意
事
項
や
受

診
促
進
事
業
費
補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
情
報
提

供
が
な
さ
れ
た
。

　

出
席
し
た
担
当
者
ら
は
、
特
定
健
康
診
査
事

業
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
、
よ
り
多
く
の
情

報
を
得
よ
う
と
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

５
月
25
日
、
高
知
市
の
サ
ン
ピ
ア
セ
リ
ー
ズ

に
お
い
て
「
平
成
24
年
度
四
国
地
区
都
市
国
保

主
管
課
長
お
よ
び
市
町
村
（
組
合
）
国
保
事

務
担
当
者
研
修
協
議
会
」
を
開
催
し
、
四
国

４
県
、
39
市
町
村
４
国
保
組
合
の
課
長
お
よ

び
事
務
担
当
者
な
ど
78
人
が
出
席
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
毎
年
四
国
地
方
国
保
協
議

会
が
主
催
と
な
り
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今

年
は
、
高
知
県
が
当
番
県
。
本
会
の
井
上
晃
・

常
務
理
事
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
厚
生

労
働
省
保
険
局
国
民
健
康
保
険
課
の
髙
橋
香

苗
・
企
画
法
令
係
長
、
高
知
県
健
康
政
策
部

の
清
田
浩
嗣
・
国
保
指
導
課
長
に
よ
る
来
賓

あ
い
さ
つ
の
後
、
厚
生
労
働
省
の
髙
橋
香
苗
・

企
画
法
令
係
長
か
ら
「
国
民
健
康
保
険
制
度

の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

講
演
で
は
、
市

町
村
国
保
の
現
状

や
、
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
に

お
け
る
医
療
保
険

制
度
改
革
の
他
、

社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
の
概
要
な

ど
の
説
明
が
行
わ

れ
た
。

　

髙
橋
氏

は
、
国
に

お
い
て
議

論
が
進
め

ら
れ
て
い

る
社
会
保

障
と
税
の

一
体
改
革

に
つ
い
て
、

そ
の
全
体

像
に
触
れ
「
制
度
改
革
は
、
政
治
状
況
か
ら
見

て
も
不
安
定
な
状
況
に
あ
り
、
見
通
し
が
立
っ

て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
法
案
の
成
立

を
に
ら
み
な
が
ら
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
審
査
支
払
機
関
の
統
合
問
題
に
も

言
及
し
、
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会

に
て
議
論
さ
れ
て
い
る
直
近
の
状
況
な
ど
を
報

告
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
高
知
市
の
田
中
弘
訓
・
保

険
医
療
課
長
を
座
長
に
全
体
協
議
を
行
い
、

保
険
料
収
納
率
向
上
対
策
や
医
療
費
分
析
と

適
正
化
の
取
り
組
み
な
ど
、
各
市
か
ら
の
提
出

議
題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

本
会
で
は
、５
月
９・
10
日
の
両
日
、「
平

成
24
年
度
高
知
県
都
市
国
保
主
管
課
長
・

係
長
研
究
協
議
会
」
を
室
戸
市
の
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
、
県
内
11
市

の
課
長
お
よ
び
係
長
な
ど
関
係
者
28
人
が
出

席
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
本
会
の
大
野
政

彦
事
務
局
長
が
「
市
町
村
国
保
に
お
け
る
財

政
基
盤
強
化
策
の
恒
久
化
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
国
保
法
改
正
案
が
４
月
に
可
決
・
成
立
し
、

財
政
悪
化
が
進
む
市
町
村
国
保
の
安
定
化
が

図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
国
保
を
め
ぐ
る

情
勢
に
触
れ
た
上
で
、「
こ
の
よ
う
な
中
、
都

市
国
保
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
お
互
い
に
情

報
交
換
を
行
う
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
」
と

述
べ
、
同
協
議
会
で
の
活
発
な
意
見
交
換
を

促
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
番
市
と
な
っ
た
室
戸
市
の
小
松

幹
侍
市
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
室
戸
市
の
国

保
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、

国
保
制
度
に

対
す
る
日
ご

ろ
の
思
い
を

語
っ
た
。
そ

の
上
で
「
こ
の
協

議
会
に
お
い
て
国

保
の
問
題
・
課
題

に
つ
い
て
議
論
を

深
め
、
よ
り
良
い

方
向
を
見
い
だ
し

て
ほ
し
い
」
と
呼

び
掛
け
た
。

　

会
議
で
は
、
特

定
健
診
受
診
券

の
有
効
期
限
の
設

定
や
柔
道
整
復

施
術
療
養
費
に

係
る
患
者
調
査
な
ど
、
各
市
か
ら
提
出
さ
れ
た

全
４
議
題
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
他
、
23
年

度
の
各
市
に
お
け
る
国
保
会
計
の
決
算
（
見
込

み
）
状
況
に
つ
い
て
資
料
を
基
に
情
報
共
有
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
併
せ
て
５
月
25
日
に
高
知
県
が
当
番

県
と
し
て
開
催
す
る
「
四
国
地
区
都
市
国
保
主

管
課
長
お
よ
び
市
町
村
（
組
合
）
国
保
事
務

担
当
者
研
修
協
議
会
」
に
提
出
さ
れ
る
保
険

料
収
納
率
向
上
対
策
や
医
療
費
分
析
・
適
正

化
の
取
り
組
み
な
ど
の
議
題
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

本
会
で
は
、
４
月
18
日
の

室
戸
市
を
皮
切
り
に
、
市
町

村
お
よ
び
中
芸
広
域
連
合
の

障
害
者
自
立
支
援
業
務
担
当

者
を
対
象
と
し
た
「
平
成
24

年
度
障
害
者
自
立
支
援
担
当

者
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
」
を
開
催
。
県
内
を
５

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
26
日
ま
で
の
５
日
間
に
わ

た
っ
て
実
施
し
た
研
修
会
に
は
、
担
当
者
合
わ

せ
て
38
人
が
出
席
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、
24
年
４
月
の
障
害
者
自

立
支
援
法
等
の
一
部
改
正
お
よ
び
報
酬
改
定
に

合
わ
せ
、
制
度
改
正
後
の
円
滑
な
事
務
運
営
の

実
践
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。
月
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
か
ら
日
常
業
務
の
再
確
認

や
、
現
在
、
本
会
お
よ
び
市
町
村
等
で
運
用
し

て
い
る
「
障
害
者
自
立
支
援
給
付
支
払
等
シ
ス

テ
ム
」
に
お
け
る
受
給
者
台
帳
等
の
エ
ラ
ー
・

警
告
に
つ
い
て
、
そ
の
対
応
方
法
な
ど
を
説
明

し
た
。

　

本
会
で
は
５
月
31
日
、「
平
成
24
年
度
介
護

保
険
初
任
者
研
修
会
」
を
高
知
市
の
高
知
城

ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
市
町
村
の
介
護
保
険
事
業

に
携
わ
る
新
任
担
当
者
24
人
が
出
席
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
参
加
者
個
々
に
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
を
用
意
し
、
本
会
と
保
険
者
間
で
運
用
し

て
い
る
保
険
者
支
援
シ
ス
テ
ム
・
支
援
シ
ス
テ

ム
プ
ラ
ス
に
つ
い
て
、
保
守
・
管
理
業
者
の
岡

山
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
招
き
、
基

本
操
作
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
本
会
担
当
者
か
ら
、
受
給
者
台
帳
や

過
誤
処
理
、
主
治
医
意
見
書
料
請
求
書
、
縦
覧

点
検
支
援
処
理
、
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

な
ど
、
こ
れ
か
ら
実
務
に
携
わ
っ
て
い
く
中
で
必

要
と
な
る
基
本
的
事
項
の
説
明
を
行
っ
た
。

　

介
護
保
険
事
業

の
健
全
な
運
営
の

た
め
、
参
加
者
の

今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
。

特
定
健
診
事
業
の
円
滑
・
適
正
な
運
営
に
向
け
て

特
定
健
康
診
査
等
国
庫
負
担
（
補
助
）
金
の
実
績
報
告
に
関
す
る

説
明
会
お
よ
び
特
定
健
康
診
査
等
事
務
担
当
者
新
任
者
研
修
会

四
国
地
区
の
国
保
担
当
者
が
課
題
を
議
論

四
国
地
区
都
市
国
保
主
管
課
長
お
よ
び

市
町
村
（
組
合
）
国
保
事
務
担
当
者
研
修
協
議
会

制
度
改
正
後
の
円
滑
な
事
務
運
営
を
め
ざ
す

障
害
者
自
立
支
援
担
当
者
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会

「
解
決
策
を
見
い
だ
そ
う
！
」

共
通
課
題
を
認
識
、
活
発
に
意
見
交
換

高
知
県
都
市
国
保
主
管
課
長
・
係
長
研
究
協
議
会

RENGOUKAI NO UGOKIRENGOUKAI NO UGOKI

RENGOUKAI NO UGOKIRENGOUKAI NO UGOKI

RENGOUKAI NO UGOKI

介
護
新
任
担
当
者
が
シ
ス
テ
ム
の
基
本
操
作
を
習
得
！

介
護
保
険
初
任
者
研
修
会

連合会の動き
RENGOUKAI NO UGOKI

直近の情勢を説明する髙橋香苗氏
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あいさつを述べる室戸市の
小松幹侍市長



　

高
知
県
在
宅
保
健
活
動
者
な
で

し
こ
の
会
は
６
月
４
日
、
高
知
市

の
高
知
城
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
会

員
24
人
の
出
席
の
も
と
、
第
14
回

通
常
総
会
を
開
催
し
、
平
成
23
年

度
事
業
報
告
認
定
議
案
等
、
全
３

議
案
を
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

開
会
あ

い
さ
つ
に

立
っ
た
秋

田
美
智
子

会
長
は
、
直
近
の
国
保
情
勢
に
触

れ
「
国
の
財
政
事
情
が
厳
し
い
中
、

な
で
し
こ
の
会
も
今
後
の
活
動
の

在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
度
末

に
行
っ
た
会
運
営
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
と
し
て
、

大
部
分
の
会
員

か
ら
会
継
続
の

希
望
が
あ
っ
た

こ
と
を
報
告
。「
こ
の
会
を
大
切

に
思
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
証
し

で
あ
る
」
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま

し
た
。
そ
の
上
で
「
さ
ら
な
る
地

域
へ
の
貢
献
を
め
ざ
し
、
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
高
知
県

健
康
政
策
部
健
康
長
寿
政
策
課

の
山
本
雅

子
・
企
画

監
が
あ
い

さ
つ
に
立

ち
、
会
員

の
こ
れ
ま

で
の
活
動

に
対
し
感

謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
引
き

続
き
、
地
域
保
健
活
動
に
お
け
る

「
マ
ン
パ
ワ
ー
」
を
生
か
し
た
健

康
づ
く
り
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
知
県
が
今
年
度
か
ら

の
４
年
間
を
第
２
期
と
位
置
付
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
『
日
本
一
の

健
康
長
寿
県
構
想
』
を
紹
介
。「
皆

さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
構
想
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
議
長
に
大
城
茂
子

氏
を
選
出
、
議
事
録
署
名
人
を
指

名
後
、
平
成
23
年
度
事
業
報
告
認

定
議
案
・
平
成
24
年
度
ス
ロ
ー
ガ

ン
案
・
事
業
計
画
制
定
議
案
を
原

案
ど
お
り
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
第
27
回
研

修
会
を
開
催
し
、
32
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
「
食
と
健
康
」
を
テ
ー

マ
に
、
高
知
大
学
副
学
長
で
あ
り

国
際
・
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
長
の

受
田
浩
之
教
授
を
講
師
と
し
て
招

き
、「
高
知
県
産
食
材
で
健
康
づ
く

り
～
聞
い
て
良
か
っ
た
！
高
知
県

食
材
の
機
能
性
！
～
」
と
題
し
て

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
田
氏
は
「
地
域
が
持
っ
て
い

る
資
源
の
強
み
を
生
か
す
こ
と
で
、

産
業
基
盤
が
強
く
な
り
、
そ
れ
が

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
も
つ
な

が
る
」
と
述
べ
、
私
た
ち
が
普
段

口
に
し
て
い
る

高
知
県
産
食
材

に
秘
め
ら
れ
た

健
康
成
分
の

他
、
地
域
お
こ

し
と
し
て
、
そ

の
食
材
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
向

け
て
取
り
組

ん
で
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

大
豊
町
特
産
の
碁
石
茶
が
有
す

る
動
脈
硬
化
予
防
・
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
感
染
予
防
効
果
や
、
県
内
で

も
生
産
量
が
多
い
に
ら
や
し
ょ
う

が
の
有
す
る
ピ
ロ
リ
菌
感
染
予
防

効
果
の
他
、
カ
ツ
オ
の
糖
尿
病
合

併
症
予
防
・
抗
疲
労
効
果
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
結
果
を
紹
介
し

な
が
ら
、
県
産
食
材
が
持
つ
健
康

成
分
の
効
能
・
効
果
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

研
修
会
後
の
質
疑
で
は
、
会
員

か
ら「
ゆ
ず
の
調
査
結
果
は
？
」「
メ

ジ
カ
カ
ツ
オ
の
成
分
は
ど
う
か
？
」

と
い
っ
た
質
問
が
挙
が
る
な
ど
、

今
後
の
会
員
活
動
に
生
か
す
こ
と

の
で
き
る
有
意
義
な
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

「
マ
ン
パ
ワ
ー
」を
生
か
し
、

 

さ
ら
な
る
地
域
へ
の
貢
献
を
!!

高知県在宅保健活動者

なでしこの会
スローガン

会
員
の
力
を
結
集
し

楽
し
く
進
め
よ
う
地
域
の
健
康
づ
く
り

第
14
回
通
常
総
会
開
催

県
産
食
材
に
秘
め
ら
れ
た
可
能
性
に
迫
る
！

第
27
回
研
修
会
開
催

「
健
康
づ
く
り
と

 

地
域
お
こ
し
は
表
裏
一
体
」

　

市
町
村
の
新
任
国
保
事
務
担
当
者
を
対
象

に
国
保
制
度
や
情
勢
、
業
務
内
容
等
を
理
解

し
、
円
滑
な
事
務
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
事
務

担
当
職
員
新
任
者
研
修
会
」
を
５
月
14
・
15

日
の
両
日
、
本
会
と
高
知
県
と
の
共
催
に
よ

り
、
高
知
市
の
高
知
城
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
県

内
市
町
村
の
新
任
国
保
事
務
担
当
者
63
人
が

出
席
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
高
知
県
健
康
政
策

部
国
保
指
導
課
の
宮
本
正
彦
・
国
保
担
当
チ
ー

フ
は
、「
国
民
皆
保
険
の
最
後
の
と
り
で
と
し

て
、
そ
の
基
盤
を
支
え
て
き
た
国
保
は
、
急
速

な
少
子
高
齢
化
や
景
気
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、

事
業
運
営
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
」
と

国
保
を
取
り
巻
く
現
状
を
語
っ
た
。
そ
の
上
で

「
実
務
に
携
わ
る
担
当
者
の
役
割
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
」
と
呼
び
掛
け
る

と
と
も
に
、
安
定
し
た
国
保
事
業
の
運
営
に
向

け
、
保
険
料
（
税
）
の
適
正
な
賦
課
や
収
納

対
策
、
医
療
費
適
正
化
な
ど
、
日
々
の
地
道

な
取
り
組
み
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
訴

え
た
。

　

研
修
会
で
は
、
高
知
県
か
ら
国
保
制
度
の
概

要
や
国
保
の
資
格
・
月
報
等
の
作
成
の
他
、
レ

セ
プ
ト
点
検
の
基
礎
的
事
項
等
、
ま
た
本
会
か

ら
は
、
求
償
事
務
や
国
保
連
合
会
の
業
務
等
、

こ
れ
か
ら
実
務
に
携
わ
っ
て
い
く
上
で
必
須
と

な
る
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
の
担
当
業
務
だ
け

で
な
く
、
直
近
の
国
保
情
勢
や
実
務
全
体
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
実
践
で
生
か

し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
上
が
り
、

２
日
間
に
わ
た
る
研
修
は
充
実
し
た
も
の
と

な
っ
た
。

新
任
担
当
者
63
人
が
国
保
実
務
の
基
礎
を
学
ぶ

国
民
健
康
保
険
事
務
担
当
職
員
新
任
者
研
修
会

　

５
月
30
日
か
ら
６
月
１

日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
安

芸
市
役
所
・
四
万
十
市
役

所
・
本
会
の
３
会
場
に
お
い

て
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

差
額
通
知
に
関
連
す
る
提

供
資
料
の
説
明
会
」
を
開
催
し
、
市
町
村
お
よ

び
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
差
額
通
知
業

務
担
当
者
、
保
健
事
業
担
当
者
ら
合
わ
せ
て
31

人
が
出
席
し
た
。

　

今
回
の
説
明
会
は
、
現
在
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
差
額
通
知
業
務
と
し
て
本
会
が
毎
月
、

市
町
村
等
に
提
供
し
て
い
る
「
レ
セ
プ
ト
情
報
分

析
サ
ー
ビ
ス
」「
月
次
報
告
書
作
成
」
に
つ
い
て
、

市
町
村
か
ら
の
資
料
内
容
に
お
け
る
説
明
会
の

実
施
要
望
を
受
け
て
開
催
し
た
も
の
で
、
本
会
の

業
務
委
託
業
者
で
あ
る
デ
ー
タ
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
（
広

島
県
）
か
ら
担
当
者
を
招
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

デ
ー
タ
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
か
ら
は
、
レ
セ
プ
ト
情

報
分
析
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
中
の
「
疾
病
統
計

（
月
次
）」
等
、
各
種
資
料
の
説
明
の
他
、
月
次

報
告
書
作
成
と
し
て
提
供
中
の
「
効
果
額
計
算

結
果
報
告
」
の
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
が
説

明
さ
れ
た
。

市
町
村
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
説
明
会
を
開
催

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
に
関
連
す
る
提
供
資
料
の
説
明
会

　本会では、平成 24 年３月 31日をもって
退職した森下桂子保健師の後任として、５月
１日付で保健師１人を採用し、
事業課保健事業係に
配属いたしました。

趣味…読書
好きな言葉…一期一会
私の健康法…ウオーキング、山登り

　県を退職してこの３月末まで、中芸広域

連合で町村の方々と一緒に仕事をさせてい

ただきました。国保連合会の保健師として、

皆様方のご指導をいただきながら、頑張り

たいと思います。よろしくお願いいたします。

国保連合会の新任保健師です。
よろしくお願いいたします！

楠
く す の せ

瀬  美
み え

枝
保健師

RENGOUKAI NO UGOKI

RENGOUKAI NO UGOKI

秋田　美智子

大城　茂子 氏

受田　浩之 氏

山本　雅子 氏

会 長

議 長

講 師

来 賓
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東
洋
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
こ
の

町
を
愛
し
、
ず
っ
と
住
み
続
け
る

つ
も
り
で
し
た
。
今
年
４
月
、
東

洋
町
役
場
の
職
員
採
用
と
な
り
、

こ
の
町
の
た
め
に
働
け
る
喜
び
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
今
ま
で
「
教
育
」
に

関
す
る
勉
強
や
仕
事
を
し
て
き
た

の
で
す
が
、
配
属
に
な
っ
た
の
は

「
税
務
課
」。
正
直
あ
ま
り
知
識
が

無
く
、
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
も
、
年
度
初
め
は
、
税

務
課
の
忙
し
い
時
期
で
、
泣
き
言

を
言
っ
て
い
る
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
。

時
計
を
見
る
間
も
無
く
、
あ
っ
と

い
う
間
に
就
業
時
間
が
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

何
と
か
そ
の
日
の
仕
事
を
終
え

る
と
、
私
は
足
早
に
家
路
に
つ
き

ま
す
。
１
歳
と
３
歳
の
子
ど
も
が

待
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

母
が
二
人
を
保
育
園
か
ら
迎
え
、

晩
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
私
が
家
に
帰
る
と
、
二
人

と
も
飛
び
つ
い
て
き
ま
す
。
新
し

い
制
服
が
、
こ
の
時
一
気
に
汚
れ

ま
す
。

　

家
の
用
事
を
済
ま
せ
て
寝
床
に

つ
く
と
、
今
日
も
一
日
頑
張
っ
た

充
実
感
で
気
持
ち
よ
く
眠
れ
ま
す
。

新
し
い
こ
と
を
学
べ
、
自
分
が
成

長
し
て
い
る
喜
び
に
も
気
付
き
始

め
ま
し
た
。

　

私
は
、
仕
事
も
子
育
て
も
手
を

抜
か
な
い
で
い
よ
う
と
い
つ

も
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

自
分
の
時
間
は
無
い
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
頑

張
り
過
ぎ
る
と
も
た
な
い
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
楽
し
む
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。「
仕

事
の
新
人
の
時
期
」
と
「
子

ど
も
の
手
の
掛
か
る
時
期
」
は
、

貴
重
で
一
瞬
の
こ
と
だ
と
思
う
の

で
す
。

　

ま
た
、
定
年
を
迎
え
、
子
育
て

に
全
面
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
母

に
は
頭
が
上
が
り
ま
せ
ん
。
年
を

取
る
に
つ
れ
て
、
増
え
た
小
言
に

も
腹
を
立
て
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。

　

偉
そ
う
な
こ
と
を
言
い
ま
し
た

が
、
毎
朝
バ
タ
バ
タ
で
す
。
朝
ご

飯
を
し
っ
か
り
作
っ
て
食
べ
さ
せ

て
い
る
と
、
保
育
園
が
自
宅
の
隣

だ
と
い
う
の
に
「
早
く
！
」
と
子

ど
も
た
ち
を
叱
っ
て
し
ま
い
、
い

つ
も
反
省
で
す
。

　
「
マ
マ
は
、
今
日
も
頑
張
る
よ
。

い
つ
か
分
か
っ
て
く
れ
た
ら
…
。

行
っ
て
き
ま
す
！
」

毎朝バタバタ。でも、今この時を大切に、
毎日頑張っています

『
行
っ
て
き
ま
す
!
』

東
洋
町
税
務
課

主
事  

原
田  

真
美

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
仁
淀

川
町
町
民
課
の
黒
川
と
申
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
担
当
２
年
目

と
な
り
ま
す
。
後
期
高
齢
、
そ
し

て
少
し
ず
つ
覚
え
て
い
る
国
保
の

事
務
は
難
し
い
こ
と
だ
ら
け
で
、

周
り
の
方
々
に
迷
惑
を
掛
け
な
が

ら
、
何
と
か
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

文
章
を
書
く
こ
と
が
（
も
）
大

の
苦
手
で
、
結
局
、
締
め
切
り
間

際
に
な
っ
て
悩
ん
で
い
た
ら
、
娘

が
「
こ
れ
何
!?
」
と
興
味
津
々
に

の
ぞ
き
込
ん
で
き
ま
し
た
。「
趣

味
の
こ
と
や
っ
た
ら
、
ピ
ア
ノ

は
？
」「
う
ん
、
そ
う
や
ね
」
と

い
う
こ
と
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
大
好
き
な
『
ピ
ア
ノ
』
に
つ
い

て
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
校
と
約
10
年
間
、
お

稽
古
事
で
習
い
ま
し
た
。
家
の
隣

が
ピ
ア
ノ
教
室
で
、
仲
の
良
い
友

だ
ち
も
み
ん
な
習
っ
て
い
た
の
で
、

楽
し
く
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、

小
学
校
時
代
は
、
新
し
い
楽
譜
を

も
ら
う
と
、
う
れ
し
く
て
ワ
ク
ワ

ク
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
中
学
校
に
入
り
、
課
題

曲
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
「
こ
れ

以
上
の
曲
は
弾
け
な
い
か
も
…
」

と
思
っ
た
ら
、
や
る
気
も
少
し
ず

つ
う
せ
て
き
ま
し
た
。
受
験
の
時

期
も
重
な
っ
て
、
高
校
に
入
る
前

に
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

や
め
た
後
も
時
々
は
家
で
弾
い

た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

間
が
空
く
と
指
が
動
か

な
く
て
、
そ
れ
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
…
、
一
時
期
遠
ざ
か
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
３
、４
年
前
か
ら
少

し
ず
つ
で
す
が
、
再
び
ピ
ア
ノ
を

弾
い
て
い
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け

は
”

子
ど
も
“
で
す
。
姉
は
ピ
ア

ノ
を
習
い
始
め
て
８
年
、
弟
は

４
年
目
に
な
り
ま
す
。「
子
ど
も

の
上
達
は
早
い
！
」。
そ
ん
な
子

ど
も
た
ち
に
や
る
気
を
分
け
て
も

ら
っ
て
、
昔
の
楽
譜
を
引
っ
張
り

出
し
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
無
理

な
く
弾
け
そ
う
な
曲
集
か
ら
、
譜

読
み
も
楽
に
で
き
る
短
い
曲
で
。

そ
れ
で
も
「
弾
け
た
! !
」
と
い
う

満
足
感
が
、
ま
た
次
の
や
る
気
に

つ
な
が
り
ま
す
。
最
初
は
言
う
こ

と
を
聞
か
な
か
っ
た
指
も
少
し
ず

つ
動
い
て
き
て
、
頭
の
中
で
描
い

て
い
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
重
な
っ
た

と
き
は
最
高
で
す
。

　

大
好
き
な
趣
味
を
持
つ
こ
と
は

い
い
気
分
転
換
に
も
な
る
し
、
健

康
に
も
い
い
で
す
ね
。
そ
ん
な
時

間
が
持
て
る
の
も
家
族
の
お
か
げ

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が

ら
、
ほ
ん
の
少
し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
期
待
し
て
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（後列）杉本あかね主査　  山諸彩主幹
片岡晴彦課長　  谷口有紀子主幹　  片岡博係長

（前列）松田里子係長　  荒木紀和係長　  （筆者）黒川陽子主幹

『
趣
味
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
』

Coffee
Break

仁淀川町町民課の皆さん

仁
淀
川
町
町
民
課
保
険
年
金
係

主
幹  

黒
川  

陽
子

Coffee
Break
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保健師の
記録

を
し
、
母
性
や
父
性
を
育
み
な
が
ら
新
し
い

命
を
育
て
て
い
け
る
よ
う
に
、
妊
娠
期
か
ら

の
母
子
と
、
そ
の
家
族
へ
の
支
援
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

芸
西
村
で
は
、
年
間
出
生
数
が
30
人
に
満

た
な
い
の
で
す
が
、
低
出
生
体
重
児
の
増
加

や
子
育
て
支
援
を
必
要
と
す
る
家
庭
が
増
加

し
、
支
援
者
の
連
携
も
十
分
で
き
て
い
な
い

現
状
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
月
１
回
の

検
討
会
「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
を
開
催
し
、
村

内
の
保
健
・
福
祉
・
教
育
機
関
の
関
係
者
が

支
援
の
在
り
方
を
見
直
す
こ
と
か
ら
、
支
援

内
容
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

行
間
を
読
ん
で
こ
そ
の
活
動

　

ひ
ま
わ
り
の
会
は
、
妊
娠
期
か
ら
の
支
援

を
大
切
に
し
、
そ
の
支
援
を
継
続
し
て
い
く

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
他
職
種
か
ら
は
「
保
健
師
さ
ん
は
妊
娠

期
か
ら
母
親
に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
専
門

職
な
の
で
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
叱
咤
激

励
さ
れ
る
場
面
が
何
度
か
あ
り
、
胸
の
痛
く

な
る
思
い
と
同
時
に
、
頑
張
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
を
湧
き
起
こ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

働
い
て
い
る
妊
婦
に
は
、
な
か
な
か
会
え

な
い
状
況
の
中
で
、
具
体
的
な
対
応
方
法
を

検
討
し
て
い
る
と
き
に
、
周
産
期
の
指
標
を

改
善
し
よ
う
と
「
東
部
地
区
健
や
か
な
妊
婦

等
サ
ポ
ー
ト
体
制
整
備
事
業
」
を
開
始
し
た

安
芸
福
祉
保
健
所
の
母
子
担
当
か
ら
の
声
掛

け
も
あ
り
、
こ
の
事
業
を
協
働
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

訪
問
に
あ
た
っ
て
、
母
子
手
帳
発
行
時
に

行
っ
て
い
る
妊
婦
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
妊
婦

一
般
健
康
診
査
受
診
票
（
以
下
「
受
診
票
」）

に
よ
り
、
妊
婦
の
健
康
状
態
な
ど
を
把
握
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
受
診
票
に
あ
る
「
妊

婦
の
抱
え
る
心
配
」「
相
談
し
た
い
こ
と
」
な

ど
を
記
載
す
る
欄
に
、
体
調
不
良
や
妊
娠
・

出
産
に
対
し
て
の
不
安
を
継
続
し
て
訴
え
る

妊
婦
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
不
安
の
具
体
的
な
内
容
は
記
載
さ

れ
て
い
な
く
て
も
、
文
字
な
ど
か
ら
不
安
を

訴
え
て
い
る
妊
婦
が
多
い
こ
と
も
分
か
り
ま

し
た
。
事
務
職
員
か
ら
は
「
初
め
て
の
お
産

で
は
な
い
の
に
、
い
つ
も
『
不
安
あ
り
』
に

○
が
付
け
ら
れ
て
い
る
妊
婦
が
い
る
。
保
健

師
は
、
そ
こ
を
し
っ
か
り
読
み
取
っ
て
支
援

芸西村健康福祉課

和田　昌子

今、あらためて思う
母子保健における継続支援
　　　　　　　  ～妊娠期からの支援を通じて～

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」

と
聞
い
て
思
い
浮
か
ぶ
の
は
？

　

私
は
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」
と
聞
く
と
、

ま
ず
「
こ
ん
に
ち
は
～
赤
ち
ゃ
ん
♪
あ
な
た
の

～
笑
顔
♪
」
と
、
懐
か
し
い
歌
謡
曲
が
思
い
浮

か
び
ま
す
。こ
れ
は
、合
計
特
殊
出
生
率
が『
２
』

を
超
え
て
い
た
高
度
経
済
成
長
期
に
、
作
曲
家

が
わ
が
子
の
誕
生
を
喜
ん
だ
様
子
を
歌
に
し
た

も
の
で
す
が
、
今
、
こ
の
歌
を
思
い
浮
か
べ
る

母
親
は
、
ど
れ
ほ
ど
い
る
の
か
と
、
世
代
の
違

い
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
「
※
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」

の
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
私
は
、

妊
娠
が
分
か
っ
た
時
点
で
「
こ
ん
に
ち
は
赤

ち
ゃ
ん
」
の
歌
の
よ
う
に
、
安
心
し
て
出
産 ビニールハウスが広がる芸西村。人口約4,000人の小さな村です

桂浜の坂本龍馬像に向かって手を振る
お龍・君枝姉妹像

す
る
支
援
の
基
準
や
妊
婦
管
理
台
帳
、
妊
婦

記
録
な
ど
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
受
診
票
に
記
載
さ
れ
て
い
た
妊

婦
の
訴
え
が
、
医
療
機
関
の
助
産
師
な
ど
の

看
護
職
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
現
状
が
、
こ

の
事
業
を
通
じ
て
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
行
政
と
医
療
が
連
携
し
た
妊
婦
支
援

を
行
う
た
め
に
は
、「
継
続
看
護
連
絡
票
」
の

活
用
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
仕
組
み
を
確

立
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
課
題
は
、
芸
西
村
だ
け
の
も
の
で
は

な
く
、
県
下
の
課
題
と
し
て
解
決
策
を
模
索

す
る
た
め
、
安
芸
福
祉
保
健
所
と
の
協
働
し

た
取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
そ
の
突

破
口
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

与
え
ら
れ
た
使
命
を
胸
に

　

行
政
で
働
く
保
健
師
は
、
地
域
の
健
康
課

題
を
解
決
し
て
い
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。
一

つ
の
新
し
い
命
を
授
か
っ
た
妊
婦
と
、
そ
の

家
族
が
「
こ
ん
に
ち
は
～
赤
ち
ゃ
ん
♪
あ
な

た
の
～
笑
顔
♪
」
と
、
安
心
し
て
出
産
に
臨

む
こ
と
が
で
き
、
喜
び
を
持
っ
て
育
児
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
を
自
ら
の
使
命

と
し
て
、
常
に
意
識
し
て
い
く
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

※
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
…
…
国
の
事
業
と
し
て

平
成
19
年
度
か
ら
開
始
。
孤
立
し
た
状
態
で
の
子
育
て

を
予
防
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
育
児
環
境
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
」。

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
保
健
師
の

専
門
性
を
認
め
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。せ

き
を
切
っ
た
よ
う
な
妊
婦
の
言
葉

　

助
産
師
と
の
訪
問
後
に
は
、
必
ず
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
行
う
こ
と
か
ら
今
後
の
支
援
計
画
を

確
認
し
、
次
の
支
援
を
行
う
と
い
う
方
法
で
訪

問
を
開
始
。
23
年
度
は
、
３
人
の
妊
婦
に
対
し

て
訪
問
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

妊
婦
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
何
の
訴
え
も
無

か
っ
た
の
に
、
受
診
票
に
は
い
つ
も
「
不
安
あ

り
」
と
記
入
し
て
い
た
Ａ
さ
ん
を
訪
問
し
た
と

き
の
こ
と
で
す
。「
出
産
の
痛
み
に
耐
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
と
漫
然
と
し
た
不
安
が
い
つ
も
あ

り
ま
し
た
。分
娩
予
定
日
が
近
づ
い
て
く
る
と
、

不
安
は
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
し
た
が
、
初
め

て
の
お
産
で
も
な
い
の
で
話
を
切
り
出
せ
ず
、

ど
こ
に
も
相
談
せ
ず
、
ど
う
し
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
」
と
泣
き
な
が
ら
話
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
痛
み
に
耐
え
ら
れ
な
い
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
不
安
が
増
大
し
て
い
る
様
子

が
明
ら
か
で
し
た
。

　

泣
い
て
い
る
Ａ
さ
ん
に
「
心
配
で
し
た
ね
」

と
気
持
ち
を
返
し
、
落
ち
着
く
の
を
待
っ
て
、

助
産
師
か
ら
お
産
の
経
過
と
痛
み
へ
の
対
処

方
法
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
話
を
聞
い
て
も
ら
え
て
、
頑
張
れ
る
気
が
し

ま
す
」
と
、
出
産
に
対
し
て
前
向
き
な
発
言

が
あ
り
、
次
第
に
不
安
が
軽
減
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。

事
業
を
通
じ
、あ
ら
た
め
て

「
継
続
支
援
」
を
問
う

　

こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
働
く
妊
婦
に
は
会
え

な
い
こ
と
を
理
由
に
、
妊
娠
期
の
支
援
が
十
分

で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
支
援
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
は「
会

え
な
け
れ
ば
手
紙
を
出
す
」「
何
度
か
訪
問
す

る
」「
医
療
機
関
で
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
な
げ
る
」

な
ど
、
責
任
を
持
っ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
受
診
票
か
ら
支
援
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は
「
妊
婦
ア
ン
ケ
ー
ト
を

も
う
一
度
見
直
す
」
と
い
う
専
門
職
と

し
て
の
継
続
し
た
情
報
収
集
と
分
析
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
も
気
付
き

ま
し
た
。
妊
婦
の
変
化
を
把
握
す
る
た

め
に
は
、
受
診
票
の
情
報
を
生
か
し
た

支
援
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
妊
婦
に
対

約4㎞にわたって海岸線が続く「琴ヶ浜」

天文ショーを楽しめる施設「天文学習館」

しっかりと話を聞いて、不安を解決。妊娠期からの継続支援が大切です

きれいなブルーの花びらが星のように咲く
芸西村の特産品「ブルースター」



元
気
散
策
！

こ
の
ま
ち
か
ら
の
笑
顔
だ
よ
り

四
万
十
市

雄
大
に
流
れ
る
清
流
・
四
万
十
川
。

巡
る
自
然
の
時
間

日
々
の
営
み

川
の
流
域
で
は
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た

「
し
ま
ん
と
じ
か
ん
」
が
流
れ
る
。

大
自
然
と
歴
史
の
香
り
が

共
存
す
る
ま
ち 

四
万
十
市
で

あ
た
た
か
い
笑
顔
に

出
会
い
ま
し
た
。

「
地
域
の
小
さ
な
力
が

  

大
き
な
夢
に
羽
ば
た
く
」

西
土
佐
の
小
さ
な

ケ
ー
キ
屋
さ
ん

S H I M A N T O  C I T Y

四
万
十
川
の
ほ
と
り
に
あ
る

ケ
ー
キ
屋
を
訪
ね
る

　

四
万
十
市
は
、
高
知
県
の
西

南
部
。
太
平
洋
に
注
ぐ
四
万
十

川
下
流
域
に
広
が
る
ま
ち
。
古

く
か
ら
鮎
の
火
振
り
漁
な
ど
、

伝
統
漁
法
が
行
わ
れ
、
美
し
く

も
懐
か
し
い
風
景
を
い
く
つ
も
映

し
出
す
。

　

平
成
17
年
、
中
村
市
と
西

土
佐
村
が
合
併
。
川
の
河
口
か

ら
お
よ
そ
35
㎞
上
流
に
位
置
す

る
、
こ
こ
西
土
佐
地
区
は
、
古

く
は
水
運
の
拠
点
と
し
て
栄
え

て
き
た
。
愛
媛
県
の
南
部
か
ら

土
佐
路
へ
の
入
り
口
と
い
う
交
通

の
要
所
で
、
近
年
は
「
四
万
十

川
ブ
ー
ム
」
を
背
景
に
、
カ
ヌ
ー

を
中
心
と
す
る
観
光
客
が
急
増

し
て
い
る
。

　

豊
富
な
山
林
資
源
と
美
し
い

自
然
が
数
多
く
残
る
西
土
佐
地

区
。
四
万
十
川
の
ほ
と
り
に
あ
る

地
元
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

ケ
ー
キ
づ
く
り
を
手
掛
け
る
「
ス

ト
ロ
ー
ベ
イ
ルSA

N
K

A
N

Y
A

」

を
訪
ね
た
。

「
西
土
佐
を
元
気
に
し
た
い
」

と
い
う
思
い
が
募
り

　

代
表
の
中
脇
裕
美
さ
ん
が
、

ケ
ー
キ
づ
く
り
に
懸
け
る
思
い
を

語
っ
て
く
れ
た
。

　

中
脇
さ
ん
は
、
も
と
も
と
旧

西
土
佐
村
役
場
の
職
員
で
国
保

に
も
携
わ
っ
た
。「
性
格
上
、
地

域
の
人
と
つ
な
が
り
を
持
つ
タ
イ

プ
」
と
語
る
中
脇
さ
ん
。
当
時

か
ら
、
住
民
と
の
「
絆
」
は
強

か
っ
た
。

　

平
成
15
年
、
産
業
課
に
配
属

に
な
り
、
特
産
品
開
発
や
農
業
・

観
光
振
興
、後
継
者
対
策
な
ど
、

数
々
の
事
業
を
い
っ
ぺ
ん
に
引
き

受
け
る
こ
と
に
。
仕
事
を
し
て
い

く
中
で
、
少
子
高
齢
化
と
と
も

に
、
西
土
佐
に
お
け
る
産
業
衰

退
の
危
機
を
感
じ
た
と
い
う
。

　

い
ろ
い
ろ
と
や
っ
て
い
く
う
ち

に
「
西
土
佐
を
元
気
に
し
た
い
。

何
か
地
域
お
こ
し
が
で
き
な
い

か
」と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
。

「
住
民
の
高
齢
化
が
進
み
、
み

ん
な
地
域
お
こ
し
を
や
り
た
い
け

れ
ど
、や
れ
な
い
現
状
が
あ
っ
た
」

と
当
時
を
振
り
返
る
。

「
ケ
ー
キ
屋
」
は

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
夢

　
「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
ケ
ー
キ

屋
さ
ん
は
私
の
夢
」。
子
ど
も
の

こ
ろ
の
夢
と
地
域
を
元
気
に
し
た

い
と
い
う
思
い
が
相
ま
っ
て
、
平

成
19
年
に
早
期
退
職
。
翌
年
、

地
元
食
材
を
使
っ
た
特
産
品
の

製
造
販
売
を
手
掛
け
る
「
山
間

屋
」
を
。
21
年
に
は
、
待
望
の

ケ
ー
キ
専
門
店
「
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ

ルSA
N

K
A

N
Y

A

」
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
た
。

　

雇
用
を
生
み
出
す
こ
と
も
、

地
域
活
性
化
の
大
き
な
目
的
の

一
つ
。
現
在
、
製
造
・
販
売
・

外
販
を
含
め
ス
タ
ッ
フ
は
６
人
。

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、
ケ
ー
キ

づ
く
り
・
地
場
産
品
の
製
造
販

売
に
汗
を
流
し
て
い
る
。

愛
ら
し
い
建
物
が

西
土
佐
の
シ
ン
ボ
ル
に

　
「
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
」
と
は
「
わ

ら
づ
く
り
」
と
い
う
意
味
。
店

舗
の
壁
面
に
は
、
圧
縮
し
て
束

ね
た
50
㎝
角
の
稲
わ
ら
に
土
佐

漆
喰
を
混
ぜ
た
も
の
を
使
用
。

手
づ
く
り
の
建
物
か
ら
は
、
何
か

あ
た
た
か
み
を
感
じ
、
独
特
の

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た
。

　

も
と
も
と
こ
の
建
物
は
、
厚

労
省
に
よ
る
雇
用
創
出
委
託
事

業
の
中
で
、
職
人
養
成
の
た
め

に
造
ら
れ
た
も
の
。
少
子
高
齢

化
な
ど
に
よ
る
職
人
志
望
の
減

少
か
ら
、
３
年
間
、
建
物
は
そ

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。

　
「
こ
の
建
物
を
何
か
に
生
か
せ

な
い
か
」。
今
で
は
、
こ
の
白
く

愛
ら
し
い
建
物
が
“
西
土
佐
の

小
さ
な
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
”
と
し
て

新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

あ
る
と
き
に
あ
る
物
を
使
う

　

店
の
す
ぐ
隣
に
は
、
地
元
食

材
の
直
販
所
「
ふ
る
さ
と
市
」

が
あ
る
。
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
で
は
、

こ
の
市
場
に
あ
る
「
旬
」
の
物

を
使
っ
て
「
旬
」
を
楽
し
み
な

が
ら
ケ
ー
キ
を
製
造
。
春
は
「
い

ち
ご
」、
夏
は
「
い
ち
じ
く
」、

秋
は「
ゆ
ず
」、冬
は「
く
り
」…
。

「
あ
る
と
き
に
あ
る
物
を
使
う
の

が
基
本
」
と
、
地
域
に
根
差
し

地
域
の
食
材
を
使
う
こ
と
に
中

脇
さ
ん
は
こ
だ
わ
る
。

店の周りには自然がいっぱい。
小鳥のさえずりも聞こえてくる

「ふるさと市」に並ぶ季節の旬を使ってケーキづくり。西土
佐は食材の宝庫

店の隣にある喫茶コーナー。雄大に流れる
四万十川を一望できる

土佐漆喰を使った白い建物。
全て職人の手づくりによるもの

左
か
ら
雪ゆ
き
む
ら村
加か

よ

こ
代
子
さ
ん
、中な
か
わ
き脇
裕ゆ

み美
さ
ん
、岡お
か
む
ら村
志し

ほ保
さ
ん
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ア
イ
デ
ア
は

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

　

店
に
並
ぶ
ケ
ー
キ
は
、
全
て
朝

づ
く
り
。
毎
朝
、
早
朝
に
起
き

て
自
宅
横
に
あ
る
加
工
場
で
、
ス

タ
ッ
フ
と
と
も
に
ケ
ー
キ
づ
く
り
。

10
時
開
店
と
同
時
に
、
色
と
り

ど
り
の
ケ
ー
キ
が
店
頭
を
彩
る
。

　
「
毎
日
が
忙
し
い
け
れ
ど
、
新

し
い
食
材
で
、
ど
ん
な
ケ
ー
キ
を

つ
く
る
の
か
。
ア
イ
デ
ア
を
考
え

な
が
ら
つ
く
る
こ
と
が
楽
し
い
」。

ア
イ
デ
ア
は
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

日
々
の
仕
事
の
中
で
、
ふ
と
思
い

浮
か
ぶ
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
時

に
は
、
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
び
眠
れ

な
く
な
る
こ
と
も
。

　
「
今
、考
え
て
い
る
商
品
は
？
」

と
尋
ね
る
と
…
。「
あ
り
す
ぎ
て
、

頭
が
ま
と
ま
ら
な
い
」
と
笑
顔
。

一
番
の
課
題
は
「
た
く
さ
ん
あ
る

ア
イ
デ
ア
を
、
ど
う
現
実
に
し
て

い
く
の
か
」
だ
そ
う
だ
。

日
々
の
営
み
。

知
ら
ず
知
ら
ず
に
健
康
に

　
「
ス
ト
レ
ス
は
あ
ま
り
た
ま
ら
な

い
タ
イ
プ
。
一
晩
ぐ
っ
す
り
寝
る

と
治
る
」
と
中
脇
さ
ん
。
落
ち

込
む
こ
と
も
あ
る
が
、
立
ち
直
り

も
早
い
。

　

薄
味
に
す
る
、
化
学
調
味
料

を
使
わ
な
い
、
無
添
加
の
し
ょ
う

ゆ
を
使
う
な
ど
、
自
身
の
食
生

活
に
も
こ
だ
わ
り
、
と
に
か
く
体

を
動
か
す
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

　

失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
く
、

経
験
を
積
ん
で
、日
々
成
長
。「
お

い
し
い
！
」
と
、ス
ト
レ
ー
ト
に
言
っ

て
く
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
う
れ

し
い
。
お
店
に
は
、
旅
行
雑
誌

を
見
て
、
北
海
道
や
東
京
、
大

阪
な
ど
、
全
国
各
地
か
ら
お
客

さ
ん
が
訪
れ
る
と
い
う
。「
東
京

の
ケ
ー
キ
よ
り
も
お
い
し
い
」
「
こ

こ
の
ケ
ー
キ
が
一
番
好
き
」。

お
客
さ
ん
の
一
言
一
言
が
励

み
に
な
り
、
や
り
が
い
に
も

な
っ
て
い
る
。

高
知
の
食
文
化
を

全
国
に
向
け
て
発
信

　

地
域
の
活
性
化
に
は
、

そ
の
ま
ち
の
核
と
な
る
も

の
が
い
る
。
こ
れ
ま
で
西
土

佐
に
は
、
観
光
振
興
の
核

と
な
る
施
設
が
無
か
っ
た
。

中
脇
さ
ん
は
「
西
土
佐
で

何
か
、
地
域
お
こ
し
の
き
っ

か
け
と
な
る
イ
ン
パ
ク
ト
が

欲
し
い
。
こ
の
ケ
ー
キ
屋
が
拠
点

施
設
の
一
つ
に
な
れ
ば
」
と
大
き

な
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

　

現
在
は
、
週
２
回
、
松
山
市

内
で
出
張
販
売
も
実
施
。「
西

土
佐
の
味
を
、
ど
う
発
信
し
て

い
く
の
か
」。
松
山
は
、
全
国

発
信
に
向
け
た
、
そ
の
第
一
歩
。

高
知
に
は
高
知
の
食
材
が
あ
り

食
べ
方
が
あ
る
。「
高
知
の
食
文

化
を
県
外
に
発
信
し
、
そ
の
魅

力
を
伝
え
る
こ
と
が
大
事
」
と

力
強
く
語
る
。

　
「
西
土
佐
を
元
気
に
し
た
い
」

と
い
う
「
志
」
を
一
つ
に
。
中

脇
さ
ん
を
含
め
、
ス
タ
ッ
フ
皆
が
、

大
き
な
使
命
感
を
持
つ
と
と
も

に
、
毎
日
、
楽
し
み
な
が
ら
ケ
ー

キ
づ
く
り
を
手
掛
け
て
い
る
。

まろやかな甘みが口の中に広がる「四万十栗」のモンブラン

一面の緑に囲まれた園舎。子どもたちの
元気に遊ぶ声が聞こえてきます

「アイデアの実現に向けてつくることが面白い」と語る中脇
さん。その笑顔からは、元気が伝わってくる

「
小
さ
い
け
れ
ど
、大
き
な
夢
が
あ
り
ま
す
」

静
か
な
田
園
に
た
た
ず
む
木
の
園
舎
。

ま
ぶ
し
い
緑
に
力
を
も
ら
い
な
が
ら
、

す
く
す
く
と
香
美
っ
子
た
ち
が

成
長
し
て
い
ま
す
。

香
美
市
立
子
育
て
セ
ン
タ
ー
な
か
よ
し
─
香
美
市
─

　香美市土佐山田町、まちの中心部
から少し南へ。そよ風に揺られる一面
の緑。静かな田園の中に、彩りきれい
な木の園舎がありました。
　「香美市立なかよし保育園」は、平
成21年４月に完成したばかり。その保
育園に併設されたのが「子育てセン
ターなかよし」です。
　香美市では、保育サービス充実策
の一環として、これまで保育園の再編

を進めてきました。同町内の7園中５
園を統合し、新設した２園のうちの一
つがなかよし保育園です。
　木造平屋建てで、香美市産の木
材をふんだんに使った園舎に一歩踏
み入ると、木の香りとともに、子どもた
ちのにぎやかな笑い声が聞こえてきま
す。自然に囲まれた園舎では、まぶし
い緑に力をもらいながら、すくすくと子
どもたちが育っています。

保育園に併設された地域子育て支援センター

 〈Vol.1〉わがまちの子育て支援

地域の

「地味」でも「地道」が
「地力」を上げ「地域」をつくる。

訪ねた元気人
「ストローベイルSANKANYA」
高知県四万十市西土佐江川崎2410-1
電話／0880-31-6474　営業時間／10：00〜15：00（ケーキが無くなり次第終了）
定休日／火曜日・木曜日

代表  中
な か わ き

脇 裕
ゆ み

美さん
http://sankanya.blog116.fc2.com/
月1 回、スイーツバイキングを開催。詳細は、お店までお問い合わせください。

ブログも更新中 !

至宇和島市

至四万十市市街

ストローベイル
SANKANYA
ストローベイル
SANKANYA

四万十市
西土佐総合支所

GS

441

381
至高知市

四
万
十
川
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　「大自然の中で、のびのびと育ってもら
いたい」「気軽に立ち寄り、交流できる場
を」という願いを込めて、子育てセンターな
かよしは開設されました。
　保健師と保育士、管理栄養士が対応
するセンターでは、育児相談や一時保育
など、さまざまな支援サービスを提供してい
る他、おおむね３歳未満の子どもたちが自
由に遊ぶためのスペースとして『なかよしひ
ろば』を設置し、平日９時半から11時半ま
で、毎日開放しています。
　絵本や遊具がそろったひろばでは、子ど
もたちがのびのびと遊んでいます。事前の
申込みや予約は不要なので、子育て中の
親が気軽に立ち寄り、また、親同士で悩み
を相談したりと、親子で交流できる場所に
なっています。

平日は毎日開放。
親子で交流〝なかよしひろば〟

　仕事が縁で初めて香美市に足を踏み入
れた親子には、友だちをつくれる貴重な場
所になっているようです。
　同町のすぐ隣、香北町には同じく「子育
てセンターびらふ」があり、センター内には、
交流スペース「にこにこひろば」（月・水・金
のみ）を開放しています。
　両センター共に、週１回、育児相談や誕
生会、絵本の読み聞かせなどのイベントを
実施。特に、保健師や管理栄養士による
育児相談の日は、毎月たくさんの親子が訪
れています。　
　両センターでのイベントは、日程をずらして
設定。場所が近いこともあって、双方のイベ
ントに参加している親子もいるようです。
　センターでは、毎月の行事予定や健康
ニュースなどを掲載した「子育ておひさま通
信」を配布している他、てんとう虫や花など
をかたどった手作りの予定表を作成。親た
ちは、この予定表を手にセンターへ足を運
んでいます。

週に１回、多彩なイベントを開催

　新緑がまぶしい５月。この日は、子ども
の日に合わせて「つくってみよう『ミニミニ
こいのぼり＆かぶと』」と題したイベントが
行われました。
　子どもたちは、親と一緒になって、こい
のぼりを作成。お父さん、お母さんの手を
熱心に見つめながら、頑張っていました。
子どもたちの一生懸命な姿を見ると、私た
ち大人も元気をもらうことができます。 “も
のづくり”は、感性を養い育てます。この日
のイベントは、親子にとって楽しい時間と
なったのではないでしょうか。
　センターでは、これらのイベントの他
に、市立図書館などからスタッフが絵本
の読み聞かせに来たり、地域のヘルスメ
イトさんたちによる試食会なども実施。子
どもたちにとってイベント盛りだくさんのセ
ンターは、楽しみが絶えません。

親子でこいのぼりを作ろう！

　センターの開設以来、なかよしひろば
は、同市の広報誌や、その他さまざまな健
診会場などで周知をしているものの、まだま
だ認知度は低いとのこと。
　なかよしひろばのすぐ横では、壁一枚を
隔てて、保育園の園児たちが、元気に遊
んでいます。なかよしひろばを訪れる親子
の中には、自然に囲まれ、木をふんだんに
使った園舎の雰囲気を気に入り、そのまま
保育園に入園する人もいるそうです。この
園舎の中にいるだけで、自然を感じ、明るく
元気な子どもたちからパワーをもらえます。
　「悩みがあることは当然。もっとひろばの
ことを知ってもらい、たくさんの親子に気軽
に立ち寄ってもらえれば…」と、スタッフの
皆さん。すくすく育つ香美っ子たちのまばゆ
い未来に、大きな夢を膨らませていました。

　子育てに不安は付きもの。センターで
は、毎月１回、育児相談の日を設け、保健
師と管理栄養士が一緒になって、子育て
に不安を抱える親に接しています。
　小さい子どもたちの成長は早いもので、
相談前に行う身体測定では、「大きくなった
ねー」と、成長した記録にいつも驚きです。
　「こんなとき、どうしたらいいの？」。育児
相談では、普段何げなく感じること、少しの
気になることでも、丁寧に対応。相談室は
いつも和やかな雰囲気です。

小さなことでも気軽に相談。
悩み事を解決しよう！

もっとたくさんの親子に
立ち寄ってもらいたい

爽
や
か
な
風
と
木
の
香
り
、

子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な

笑
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

“
元
気
に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
”

と
願
い
を
込
め
て
…
。

子
ど
も
た
ち
の
ま
ば
ゆ
い
未あ

し

た来
に
向
か
っ
て

「これな〜に？」子どもたちも一生懸命です

親子でちゃぷちゃぷ ! 7月には、
プール遊びがスタートしました

地域の地域の

手作りの予定表

香美市役所

JR土佐山田駅

〒

県立山田高校195

234

香美市立子育て
センターなかよし

左から、
正木  小百合さん
横田  千晴さん
宗石  こずゑさん
竹村  りえさん
岡本  由紀さん
櫻井  美佳さん

香美市立子育てセンターなかよし

香美市土佐山田町山田1150番地1
TEL 0887-53-1008
香美市ホームページから

「子育ておひさま通信」がダウンロードできます。
http://www.city.kami.kochi.jp/

子育ておひさま通信イメージキャラクター
「サンちゃん」 スタッフの皆さん
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●暑い夏がやってきました。どんよりとしていた空もすっかり夏空に。今回訪ねたのは、南国市・香美市・

四万十市。季節の移り変わりに、それぞれのまちを散策しました。緑に囲まれた園舎で、すくすくと育つ

香美っ子たち。香美市では、元気な子どもたちからたくさんのパワーをもらいました。子どもたちの純粋な

笑顔は最高ですが、何よりもお父さん、お母さんの子どもたちに対する深い“まなざし”が印象的で、何か

グッとくるものがありました。

●地域を訪ね、そこに住む人と出会うことで、人の温かみやつながりの大切さを強く感じます。いざという

ときの大きな力になるのは“人と人とのつながり”。健康づくりも、このつながりが欠かせません。国保だより

は、今号から少しリニューアル。誌面を通じ、あらためて「人の温かさ」「つながりの大切さ」を感じるきっ

かけになれば幸いです。  （植）

311号の取材・寄稿にご協力くださいました皆さん
ありがとうございました。

9日 平成24年度保険者支援保健事業慢性腎臓病（ＣＫＤ）予防対策支援
（高知市）

12日～13日 四国地区国保連合会事務局長会議出席（愛媛県）

18日 障害者自立支援担当者ブロック別研修会開催（室戸市）

ジェネリック医薬品使用促進に係る保険者支援（土佐町他）

19日 障害者自立支援担当者ブロック別研修会開催（本山町）

ジェネリック医薬品使用促進に係る保険者支援（梼原町）

20日 障害者自立支援担当者ブロック別研修会開催（四万十市）

高知県国民健康保険事務担当職員協議会安芸支部総会出席（安芸市）

23日 障害者自立支援担当者ブロック別研修会開催（須崎市）

平成24年度共済組合ならびに互助会の事務研修会出席（高知市）

高知県国民健康保険事務担当職員協議会中央支部総会出席（高知市）

24日～25日 高知県国民健康保険事務担当職員協議会幡多支部総会出席（宿毛市）

25日 高知県在宅保健活動者なでしこの会第51回役員会開催（高知市）

25日～26日 平成24年度全国国保連合会常勤役員会議出席（富山県）

26日 障害者自立支援担当者ブロック別研修会開催（高知市）

高知県国民健康保険事務担当職員協議会高吾支部総会出席（須崎市）

27日 国保中央会システム委員会特定健診等データ管理システム部会
出席（東京都）

高知県国保地域医療推進協議会監事会開催（高知市）

画面システム研修出席（東京都）

8日 平成23年度特定健康診査等国庫負担（補助）金の実績報告に関する
説明会および特定健康診査等事務担当者新任者研修会開催（高知市）

9日～10日 平成24年度高知県都市国保主管課長・係長研究協議会開催（室戸市）

12日 高知県国保地域医療推進協議会理事会・総会開催（高知市）

14日 高知県国民健康保険事務担当職員協議会監事会開催（高知市）

14日～15日 平成24年度国民健康保険事務担当職員新任者研修会開催（高知市）

15日 TOSA国保だより第310号発行

16日 高知県在宅保健活動者なでしこの会第7回保健師活動伝承記録集
編集委員会開催（高知市）

17日 国保ヘルスアップ事業保険者報告会出席（東京都）

18日 特定保健指導支援ツール操作支援（土佐市）

21日～22日 平成24年度全国国保連合会事務局長会議出席（和歌山県）

24日 平成24年度保険者支援保健事業慢性腎臓病（ＣＫＤ）予防対策支援
（高知市）

25日 平成24年度四国地区都市国保主管課長および市町村（組合）国保
事務担当者研修協議会開催（高知市）

第51回全国国保地域医療学会特集号発行

28日 高知県医療再生機構理事会・総会出席（高知市）

29日 高知県国民健康保険事務担当職員協議会理事会・総会開催（高知市）

国保中央会システム委員会特定健診等データ管理システム部会
出席（東京都）

30日 平成24年度中・四国地方国保連合会常勤役員会議出席（島根県）

ジェネリック医薬品差額通知に関連する提供資料の説明会開催
（安芸市）

31日 平成24年度介護保険初任者研修会開催（高知市）

ジェネリック医薬品差額通知に関連する提供資料の説明会開催
（四万十市）

1日 平成24年度国民健康保険団体連合会等補助金に係るヒアリング
出席（東京都）

平成24年度保険者支援保健事業慢性腎臓病（ＣＫＤ）予防対策支援
（須崎市）

第14回高知県地域医療診療施設等勤務医師修学資金貸与事業幹事会
開催（高知市）

ジェネリック医薬品差額通知に関連する提供資料の説明会開催
（高知市）

4日 高知県在宅保健活動者なでしこの会第14回総会・第27回研修会
開催（高知市）

4日～5日 平成24年度生活習慣病対策健診・保健指導に関する企画・運営・
技術研修（研修計画編）出席（埼玉県）

6日 国保中央会システム委員会特定健診等データ管理システム部会
出席（東京都）

6日～8日 平成24年度生活習慣病対策健診・保健指導に関する企画・運営・
技術研修（広域的事業評価編）出席（埼玉県）

11日 平成24年度第1回高知県慢性腎臓病（ＣＫＤ）対策連絡協議会出席
（高知市）

12日 国保総合システム全件異動データ作成仕様等に関する打ち合わせ
（東京都）

13日 国保中央会システム委員会・幹事会出席（東京都）

在宅保健師等による健康づくり活動支援事業実施（中土佐町）

14日 国保中央会システム委員会特定健診等データ管理システム部会
出席（東京都）

16日 平成24年度国保診療施設四国ブロック支部長会出席（香川県）

18日 平成24年度高知西社会保険委員会総会出席（高知市）

高知県総合保健協会定時評議員会出席（高知市）

21日 国保中央会システム委員会特定健診等データ管理システム部会
出席（東京都）

22日 国保中央会システム委員会・幹事会出席（東京都）

平成24年度保険者支援保健事業慢性腎臓病（ＣＫＤ）予防対策支援
（土佐清水市）

25日 平成24年度第1回高知県歯と口の健康づくり推進協議会出席
（高知市）

26日 全国国保連合会常勤役員・事務局長合同会議出席（東京都）

国保中央会定期総会出席（東京都）

平成24年度地方職員共済組合地区別事務担当者会議出席（福岡県）

高知県在宅保健活動者なでしこの会お達者づくり支援事業実施
（四万十町）

須崎市健康増進計画策定委員会作業部会出席（須崎市）

27日 介護保険・障害者自立支援一拠点集約化システム担当者説明会
出席（東京都）

28日 平成24年度全国国民健康保険診療施設協議会理事会・総会出席
（東京都）

5月

6月

4月
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「馬路村」
　次回は馬路村を訪ね、これからの
まちづくりについて、上治堂司村長
にお話を伺います。
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